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郵便料等改正に就て お願

凹月 一 日より郵 ｦ使史法改ｩｆＮ され叉一 ｮ Ｇｊμ Ｎイ ､年手 Ｓ米 ｊ主択［ミ ｩ 集金垂到郵 Ｑ Ｑ 使の ｩ取虫 扱 カが Ｔ 中 止止Ｎき れる等 の ｪ勾ＺＭｾＪ車料 、うゼi託(  

費並集金-上七にも影響する蕗齢砂. くありません ので千令1" ｛Ｍ Ｍ Ｇ抗 ｩ 各 イ粒位企立Ｚは本令妥Ｚｾ詮泣 の ｺ局 Ｓ 叉 ｍ氏 Ｇｴｩｦ 什Ａケ「 トバ 宇 Ｎ ￬

其 他 御 ｂ闘品係各併杭Ｚに Ｚ於 ｢於守切力か 〉れては公 共岡 ｦ静惜豊豊 ｡ の 木令 Ｔを＿抜 ｈω助 ｖ ｊ 下 さる魚 下記 に作 ｩｬｊｴ ｾ ｾＱ ｾＱ ド氏行

下きいます様移11願 ひいにします

l 、舎 費 康flf料其の他1i1' II送金は本令より の通知 によりなるべ くJ反特大阪二三九九

七 五番御 利 用 御 判 ｉ ｾ 込 み願上皮き事

Ｒ 、 ＱＧ Ｑ ＱＢ内 電話料は凹月一 日 より一通話五銭御村 ｉ ｾ 込 みの事 市外通 ［ｩ ｲ ｩ は合務 ｈｬ の 外

符11断り申上皮き事

3、各位L i 幹事委員脅等の柱il 出席 は直に J 、夕、キにて符11問符似 J -_) 主き;'1，: ( 常 11 氾

話にて出 i吠!日l合せを45略出来る様願上泣 き司，:)

Ｔ 、 振 替 日 佐にて御判 ｉｾ 込 の合費共 他 については特に街 ｉ ｅｪ Ｂ Ｑ 出 なき限りＱ￭￭ ｩ 牧 市Ｚ の 殺

行 .;e1' im各し、 t= しますから tJ I¥込の|療品のむiSi 牧 票御保管願上!主き事

Ｐ 朝日 ピ ノ ｖ 電話は大接鞄湊 して 居り 、 昨 年来記念事業共 他 令務籍冷繁 ｾＡｮ .;e来 fこし

おり自 他共になるべく電 l市の使用に御留意賜j主特に令務以外一人 にて長時間待il

ｻ 吏用 なさ ＺｊＺ ￭ 綱 Ａ円 ｾｴ 面白可 し Ａ 支き ｾ Ｑ ， Ｎ

昭 和 十 七 年 四 月 一 日
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左よリ右へ

27. 南側西窓の被害 ( 内部商〕

28. 内部南側東窓 C爆撃前〕

29 . 南側西窓の被害 ( タト面〉

30. 内部東側表壁叉屋根裏 ( 爆撃前)

31 . 南側屋根の被害



34. 西 出 入 口 硝 子 戸 の 被 害

36.  A . 爆 擦 の 弾 痕
35. 南 側 窓 の 被 害

逆 瀬 川 賞 爆 演 習 煉 玄 造 家 屋 調 査 ・ ・ 指 嘗 ・ 日 本 建 築 協 舎
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39. D.  E .  F. 爆郊落下位置

37. '  A. 爆3箪の弾痕

38.  B .爆剤の強痕

40. 爆 剤 の 破 片 (l jff 寸)

之 は破片の 中では最も 大 なる部類 tこ属する 、大

低 の破 Ｉｾ ーは之の 六 分の 一 程 ｅｅ であるコ

逆 瀬 ) i l ' 寅 爆 演 習 煉 瓦 造 家 屋 鵠 査 ・ ・ 纏 嘗 ・ 日 本 建 築 協 曾
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煉 瓦 造 家 屋 調 査 報 告 書 捻 嘗 日本建築協禽

主 任 遊 里 子 新

委 員 青 柳 良 蛍

白雪 t曇 i告

第 1 節 賓験目的:

市街地器製l亡於て投下の可能性最も大なる極量

燥 蹄 ( 15 ，50，100底部〉を費緊飛行機より器製態

勢にて供試家屋附近に投下 し、以て爆弾の風! 庇作

ｭ 及 破 片作 ｪ 目等 ｬ 亡 因る煉瓦浩の被害 ｾ ｫ 況を調査し

地上M護 紫、倉庫共の他一般防空建築設要上のまを

3併を4写んとするものである。

第 2 節 供 試 家 屋

構 造 :

外壁 : 並等煉瓦厚 1 ￯ 依 ＺＮｱ ｾ 積 、 モルタル訓 合

1  :  2  

[最長 9日

( 海野ベロセメン ト使用〉 材齢 ( 最短 4 日

l平均 6.5日

屋根 : 旬 配 4 寸キングポスト型木造 トラス

セメント瓦茸

建築耐.fJi :  21m x  3問= 6.t f

I肝 i:' :j :  13  )-( 

1+
'
，入 円

ｦｾＴ 口 Ｚ 6. 34尺 x 6. 00) -( 

3
t
さ ・

"与、 .

j骨下|咋l 腰高m' 子戸 2 枚引述、硝子l享 2 ｾｮ ， ［ ，＠

間口 : 3. 5) ミx 3. 0g

硝子戸城め殺し( 1 字2;副首I子6;txil 決込)

方 向 :

供試家屋桁行方向 : N 71
0

E

ｾｚ 節供試家屋の被害拡唱

411h試家屋の被符j伏況を調査する l乞控組の被告:は

総て煉瓦耐に便き物質を衝突せしめ? こる|漂生十る

煉} [ [ 訴の局部的破砕制自Ihl亡閃る損傷lてて、外部は

凶側壁韓被害最も 11七 し い 南 側、米側のl問手l亡之

に 次 ぎ 、 北側は対ど被害が Ｑｮｾ い・ブ ｊ 内 部 は Ｉ 例Ａｉ以

南側壁韓国告同程度の被告: を受け、西側 t式全 〈被害

な く、北 側には Ｒ 筒所ーに軽 ｈｾ な損傷を見る の みで

木 村 浩 蔵

富 山者 春 夫

盆 足 辰 雄

( 五十昔順〉

めつ7こ。市して注意すべき ことには損傷痕の主要

集闇は脳約 1 m内外の帯i伏をなして 、外部に於て

は西北隅より南上りになり居 り、 叉内部陀於ては

南側壁商lて於ては西端に近き所よ り次 第tc J l ! : 端迄

上昇. して居1) ， li 東側壁面は北端部l亡は損傷無〈

北端より壁長の約弘を隔て 7こる所よ b南端にか け

南上りに分布し、且その主要集閣の南端部の高さ

は南側壁而末端の損傷痕高ｾ J: 略等 しL、。 又損傷

部の深さは深き所にて 6c m内外にてぢlきさの程度も

西側外壁商最も深 〈、 尚北部に近き部分最も深 く

次 第l乞南端に近づくに従ひその深さを減じてゐ

る。但し南端の角の部分は斜1' 1: 打ちMとかれ? こる如

〈大なる損傷を受りてゐる。又家根は北側庇の西

端部少し般かれて居り又南側出の西端及中央部陀

て瓦が少 しく ズ リ下って居 り叉 トラス と トラス と

の中聞にて ｾｾＡ 控み ￞ｃ が援んでゐる。北側家根厨は

南側家根町に比し瓦の経みが少い。叉出入口窓等

は西側出入口 ＱｩｬｾＧ 子戸の被 害 最も著しし硝子は議

〈 常 内ｦＧｃ Ｇｊ ｉｾ 散し 、 二枚引遠の戸の中内側陀泊 三 る戸

即 ち北側の戸は腰板内方に外れ描組子は破jれ乙て

切断され、監組子は横組子 との交黙1'1: - c 折れ、l控 ‘

柄、上枢中筏並に腰板は破片 にで数箇所を貫かれ

て居る。外側即ち南側の硝! 子戸も外れは しなかっ

? こが同様数 多の破片貫通孔を存してゐる 。窓は版

殺しの骨組即ち程組子等はその依存し居るも硝子

は皆破れ、共破片はシャツタ ーある部分も無い部

分も内外に散ってゐ るが多少後者の方が外に多 〈

散ってゐる様 l亡見受け ?こ。シャツグ ーは外側に 附

けにもの即ち* 側の分は来品} I ' 1 : 於て枠より外れて

外 KI I主み lil して庇る が{ 波Jj すと閃る tfiiUは無L 、。又

内側に附けにも の即ち西側のシ ャツタ { は破片 l亡

阿るl ' U並孔 3 iJii あり その孔をwa るに外 市の方が内

I耐と比し大なる損傷を受け居るにつき内部より破

Jj 'が貫通せる 司王を認める。而して破片の貫通せる

1  r V  



パネルに属する窓硝子は一物も存せす・破壊し てゐ

る。国 ｋ 南側 の窓は総 て最 Ｎ 上 段のＺｦ ｩｪ Ｇ ｪ 子は ｊ Ａｪｉ ｾ Ｒ 粍の普

通窓硝子共{ 必 lとて下二段の硝子は娘、て之と同質問

l学なれ共セロフ ァンを内外より 1枚宛枯付してあ

っ? こ。而して本賞般に於てはセロ ファンを貼らぬ

物も 、セロフ ァン姑りのものも 全 〈同様陀譲れて

何等の差異 も認められなかっ? こ。然し乍ら共後施

行の爆風貨臓の結果ｉＧ ､ｾ し 、 本 Ｑ を験に於て ー 雨者の

聞に差異の翻られなかっ?このは本質験に於ては後

越す る如 〈、 爆風を建物内部に理怨K j lI < 字んに

篤甚 だ 強度の ｚ 主張の粗密波を受け＿こ ｾｉ 亡強度 上の

僅少の差異が顕現 しなかっTこ震であると考へる 。

第 4 節 被 害 原 因 に関 する歪窒

叙J :の被害北1 ( 態 より 綜合考祭するに 、本供試家

屋に賞質的なる被害を興へ? こ ものは殆 どA の弾の

みにて共の他 K B の弾! 日E微なる被害を、主 主して

南側外壁商並に南側屋根町陀 、叉 H の蹄極微な る

被害を東側壁商に- w へ?こ るものと推定さ れる 。何

となれば、南側及東側外部壁I百のものを除 〈破片

痕主要集閣の全髄を通 じて北 よ り南 昇 りにな り居

るは A の弾片は弾の構造上主主 して爆弾の軸と Q

K角度を矯す闘錐面 ( 但 し此の錐溜の刺iは完全に

鉛直ではな く少 しく 東北 に傾き居? こるも の k 推定

さる。 之は急: 降下の方向と も一致す る。) Q.+ ム Q

の角度を篤す闘錐商 との聞に挟まれる球[ 百を篤し

て恰も波紋の扱がるが虫11 < に飛散 し、 従って爆弾

の爆張中 心 より遠ぎかる程此の世商府の波頭の位

置は高 〈な れ 従 っ て 之 l三接踊する部分も高〈な

り、1完κ 叙上の如き{ 政Ji -痕{ t >生ぜ しめ? こるものと

推定される。一方北 側外民間1<: { 政片痕の無かつに

のは靖弾位置偶然にも 北 側壁面の延長ifJi! J 二I.z: ;{i :: り

しこ し 55i の着地姿勢軸が京北 に即ち北側控面 lこ

平行なる方向に傾〈如くになり居りし需に依Ji- は

北側壁面 l之平行及び遠ざかる如〈陀飛散、即ち北

側外壁商は破片飛散の死角中に在りし50 と今一つ

は北側に迫る崖は主として柄色粘土より成り居る

を以て破片を受〈るも唯之を吸4交するに止り何等

滑飛又は二次的政Ji- を飛ばす等の作用無かり しに

閃るものと考へられる 。弾勿軸が少し〈東北 に傾

いてゐ ?こと考へるのは、西側壁外商の北端部の主

要倣片痕集闘が、弾の落下位置此の部壁の接着地

盤 l断より約 35cm程 度 高 〈なり居るにも拘ら すも、

，v 2  

甚 Ｑｾ 低 い 所陀現れてゐ る からであ る 。叉庇西端陀

被害の有つ? このは、此の部分は爆夜中心 lモ最も近

接し、且池度の尚さに爆風を字t J 如〈突出してゐ

ｔ こｾ大なる 勢 力 の爆風を受け る と 共Ａと樺の方向の

方が桁行 l乞比し柔なる i投、幌、初よ b も庇の方が鐙

)1三大なりし! 亡凶ると考へられる。コt ; も此の部分は

多少破片をも交げて居り 、 瓦のわ ｬ れ＿ こ のは此のｾ

と思はれる が 弾 の 軸 が *北 lて傾いてゐ? こ事からし

て前述の主要破片履が通過してゐ ると は考へ られ

ない。又此の A 粥の着時位置の北方崖下K 在つ? こ

松( 根元 l乞てι 僅 18cmそれより上部約 30cmの月)j '

にて直径約 10cm) 横倒しに北方に倒れ、 も且その幹

技等に多 〈の破片痕を存 してゐ ?このは恐ら< A捕

のj
武l彩並陀破片作用に因るものと考へ られる 。又

出入口 硝子戸の中 、外より向って左側即ち内側の

戸が倒され? このは主として爆議中 心 lて近きに より

爆風の勢力右側の戸に比し大なりしも 、f材木製レ

ール上を戸車により滑る如き構造にて外れ易き と

更に占部上程の梢大に して監粧の有効断商少なり

し ｾ柄 孔 ｬ 乞沼ひて拒裂げて外れ＿ こる に よる。

市 して一度此の部がほ抗力 を失へば他 の戸の方

I. z : か〉る勢力は殆 ど瞬間の出来事 とは云へ距離に

因 る減少以上に激減 し、 従って外側の戸は危〈倒

れす・して 、且) 出板の被害も! 陸 〈て梢み ?こるもの と

考へられる。一方向入 口硝子戸の硝子が室内に吹

き破れ一方の戸が外れると同時に室内は瞬間的 l乞

爆風を字みて高座ーとなり 、 その際硝子を政り 、 シ

ャツグ ーを押し出し家根をなくらせ、三たの瞬間主

として最も抵抗力 ｉｊ 、な北側及米ｻｉＡｊ ｊｾ より爆風外部

i乙進出す、l!JH? 減す，ると共陀空気の竪波なる爆風

はその 山 が外へＯＺＱ ｜ Ｑ こる故後は Ｑ ［ｰって通常の大気ｌＱｊｾ

より低躍とな り殊 l亡此の低限は南側の方に障害物

在 b しItM係-
L - . 比較的著し し その際内側に在り し

シャツタ ーは施工不完全なりし lて図り、その最も

不完全なりし枠右下の制ゅより内に外れ、一方外

側 のシ ャツタ { は一旦裏の高ml 乞より枠より押 し

外され傾き? こる上は再び逆K 枠より内に押し込 tJ

事能は今、一方枠の方は煉瓦壁にて支へられ る放

損傷無かりしものなるべ 〈、向内側シャツク ーは

枠よりタト方に外れす・し て外側シャツグ { のみ枠よ

り外ブ ｾｉ Ｇｃ外れ ＿こ るは爆風に困る高座は室 内 一様で

な く袋の底に近い東南の隅の方が比較的大なり し



ｾ｣ 思はれる。叉 Ｒ 長根は此の主内が低盤 主 なっ ＿ こ

際外より家 ｾＱｕ ｏｏＭ ｉ ＱＺ 簡撃的 ｬ て梢々南 ｬ 側に偏 する 大な

る分ギuMI 重ぞ受げ 、震に棟が挽む とj司時K 瓦，援み

? こるものと考へられ る。瓦の破媛少か りし は全 〈

分ギ/ji 有重なりしに因るものと思料される。斯 〈て

屋根の南必I函が北糾商l乞比し比較的五の緩み大な

る事の主要原闘は、矢田そり A 弾の爆j良作用なり し

ものと考へる。尤j もB ・G ・H 等の時も多少は影響

してゐると考へるのが至首であら う。fi ' i] 窓硝子の

破身長j ] sなり し詩爆風陀因る起揚力比較的ノj 、となり

家根の被害は却って艇浅され?こるもの と考へ る。

又爆弾は人馬殺傷J tJ の限強性のものな りしに因 り

殆ど地面/ <:接絹せる瞬間 l乞燥張、地面には、僅K

9c m程度 l亡しか凹みを奥へす・飛散し 、従って破J i.飛

散の仰角ノj 、1<: して恐らく此の破片層の中 心K て平

均水平 と約 10

0

程度なり しものと推定され る。克

も之は聞の軸が少 しく 東北 方向の鉛直面内に於て

;東北 fL 1
1頃いてゐ?こことも関係 してゐる。

尚南側壁韓外商の破片痕が ｩｬ ｾ 微且比較的低 し 、所 ー

に生じ居 るは、時( B弾) の距自!E比較的迭さ筋破片

のエネルギ ー減少し高度減じ ?こる 所にて煉瓦l亡衝

突せる結果 と考へ られる。又東側壁韓外商の極微

なる破片痕の之に比し て比較的高 〈且西壁謹外部

と反封1'L，5Iti 11: 近い方高〈速さ' かる程低 〈出てゐる

のは矢張距般速さ矯破片の飛散エネルギ ー減少 し

高度減じ来れる所なるを以て 、近い所程高 〈、 速

くなる程fまくなれるべ く、 叉南側壁謹外商の破片

痕に 比し 高きは 、 建物の 北 側に在る ｬｾ Ｂｦ ｖｃ 因る爆風

の反射の影響 l乞因るものと思料す る。即 ちB5堕l亡

釘しては反射波、破片の進行方向に正反jifJ なるに

比 し、日 開にては反射波 、破片の進行方商に平行

に してその進行を比)J りる如き辿度成分を多量に有

する如 〈、 柔;1. (1:冴4 る如き i也7肢をなし てゐるからで

ある 。因lモ〕夜間壁謹上部のラス張モルタ Jレ塗の妻

壁に見える破片痕は A 開iの破片の貫通に因 るも の

と考 へ る。

第 5節 結 論

本貨験lとよって得られ?こ結果は、唯一回の. . E I . ¥I j主

一棟のイ共試家屋 による結果であり且地質も砂利及

玉石等の累積せる竪硬な る質の所にで、向周囲第

21岡及第31固により明なる如〈開放的にてその上

煉瓦鶴mモル タJ レも早強セ メント を省割合 l乞てm

ひfこる等市街地 陀一般に存在 する建物 E相官異 る

t条件の下の貰!l)危なる を以て 明確なる 、且一般的な

る結論は得難きも少 〈共今 日の賃験と類似 の僚件

の場合11 : 闘しては三えの こ とが213ひ得ると考へる 。

(  1  ) 爆弾は爆務中心からの距離の増大と共に

著しく威力を減す' る。従って被害は局 部的であ る

共れ故特定の構造物を防護 する上の一方針 とし て

は爆弾を出来る にげ建物から離 して爆 議 させるこ

とである 。

( 2 )  ＱＵｫ ｧ の 人 馬設 Ｑｾｭ 犠強性爆弾では本質験

の如き僚件の下に於ては爆議Eド心 よ り 6m内外で

は煉瓦造壁轄に i)1.![ J，l . によ り深 6cm内外の傷を興へ

るが爆風によっては l 弘 B 以上のj享な らば壁纏そ

のものには何等被害' e 興へ得な い。市 し爆 議中心

よ り20m以上蹴れる時は煉瓦造壁韓には殆 ど被 害

を輿へ得な い。

(  3  ) レ ーJ レ上を滑る滑車の機構 とな り居 るヲ i

i主戸は爆風により外れ易 〈、 且竪桓に横枢を大な

る二枚柄と して入れてある 、普通の施工の戸は 、

臨枢の有効断l百僅少に つ き爆風に よっで出援を裂

かれる 民れ大なれば此の賠改良を要する。

(  4  ) 硝子は普通の質でー厚2mm程度のもの30cm

ｸ ＴＰ｣ｭ 以上の大き さ では Ｕ ・ Ｖｭ の 近 距 ｾ ｊ￭ｦＺ で爆礎す

る場合は仮令ひセロ ファン等を貼付して 置 いて も

粉 微堕 主なる。

(  5  ) 出 入口 や窓等は硝子等が破れな い綴 l乞防

護 す ると共に容易に外れな い、 且つ充分な強度を

持つ入念頑丈な構造及施工 主しなげ れば家屋内

の爆風に因る被害を防ヤ こ主 は出来な い。若 しそ

の様な構造並に施工 とす るこ とが出来な い場合は

防護設備が結釘必要である。

(  6  ) シ ャツグ ーは外に附げるのが正 し し そ

の際はシャツグ ーそのものが枠から容易l亡外れな

い様十亡 、又枠は壁盟から容易VC e れない様 K 施 工

して置かなけ ればならな い。 シヤツグ { の代 りに

雨戸をを? 用ひ る場合は雨戸も 亦遇常の施工 とせす

F  κ 外 れ鶏難bれい、斗』構茸造のもの k しな η ればならな Lい、、。

f <¥J シャツグ { のみでは勿論防護不充分であるか

ら硝子は破れても細Ji l . となって飛散せぬ様 セロフ

ァン等を何枚も 貼り向内側 l'ζ も盛や襖等' e 容易に

飛ばぬ様取 り付 けるのが宣ぃ。 cむも厚い網入ガ

ラスや 厚い耐弾ガラス等を月1ひ?こ ら一層宜いこと

3 1 v  



勿論である。

( 7 ) 木材は四五寸の11戸みがあっても破片が貫

通する危険が多いから防護 ｋ は 泊ー しない 。ー 破 ｽ Ｍ ｉｾ

防ぐには硬〈てマツスの大なるも のが宜い。

土の ｊ ｦｉｾ積より砂 利 の琳 積、砂利 の均 ｉｾ 政 より 玉石

の堆積玉石の堆積 より :煉瓦随 、煉瓦税や玉石積 よ

りコンクリ { ト壁の方が宜いと 云」、様な順序とな

ると考へる。

I v 4  

( 8 ) 直惣聞は問題外[ モ置く t すれば頭上の防

謎より f!ll J方の防護の方を堅闘にする必要がある。

( 9 ) 破片の貫徹ブJ とその散布j伏!i .. E; よ りして、

日本の木治家屋; では どうし てもノj 、似: 簡易防空壕又

は簡易防護室の設備を要 する。その場合押 入等を

利用 する案は拍車f無 償 値 で あ る 。 ( 以 上 )

( 調査 日本建築協合〕
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一 般 民 需 建 築 用

物 資 の 臨 給 に 就 て

建築月j物資の醍給に就ても用注目的I'L よ りl順位

及配給方法等が夫々定められl(X得手続も地方の責

情によ り相異がある共の内2、3の廷喋用物資配給

機構の大要を岡示し其の概要 を述べんとす。

1 線材製品 〈釘 、針金、銑線)

252鉛態級

以上 2 項に就ては Ffi j工省lτ 於て凶牛期i;il 亡製夜

量を決定し所属中央配給協議千? にて各部門の安l出・

ｾ決定せしめ夫々通牒を殻す。

割嘗決定の通牒を受け ? こる地方長 l n.i 地方配給

協議令を して訓嘗範国内に於て製産入荷量: を院合

せ配給の決定を? なす 、一方彊 築用物資は建築用軌

資配給統iiil J協議令( 附J幌、警祭部週昼寝諒〉に於て建

築主よ りの需要申告萱 と建物の性質等を充分検討

芥定し地協議合と連絡協議の上購入票を交付す。

購 入諜を交付受け ?こ る建築主の共の指定版賢所ー

より現物を入手す

参ＡＡｾ 線材 製品統#11]配給系統|尚1 ( 岡表 1)([日l表2)

亜鉛錨板統-fl jlJ 配給系統隔1 (闘表3) ( 開表4)

5 締付援物( 鎚 、ボール ト類 、短丹金物等)

以上は商工1 ji 'C於 t 製銑鋼業者に一般足坊を用 と

して，何符lJ かの製産が許 されi]i 場に販賢し居るに付

き自FII 入乎出来得る現- ! l たである

4 セメント

附工行は釘: 月製産量を決定 し地方長 Il 世にセ

メント共販に制首通知をなすものにしてー鳴支

建築 用としてはー工事計帯に付き 15班未満の

もの 、15題以上の もの叉は防空建築規則適 用

及岡町有I l J lJnモ依 る防火改修事業 f-FJ の ものとが

ある

参mt セメント統 ｦｦｩ ｬ｝ 配給系統 ｉｾｾ ｬ ( 岡表5) ( 附表6)

イ、 15湛未満のもの

建築主の需要申告により建築「日物資配給統fill J

協議合は可丹の割首圭範間内 K 於て議定し割

I v 8  

守 谷 英 雄

首誰明書を下附指定販買業者より現物を入手

せし む

口、 15題以上のも の

建築主は物資指定申告書 を地方長 1nc提J - p'し

百十識並敷金の3安定を受 け「物資指定承認附」

の書類を 吃メ ン ト共販に提出書IJ 首読UJj 書 の交

付を 受け 前 記同様指定販買業者 より現物ｾ入

乎す

ハ、防空' 防火用セメン ト

内務行は iffj工行と本事業H 4 として協議書IJ' f.;;i 犬・

定をな し内務行より地方長 行 ( 警防課叉 は防

宰i i *所管) に共の制首長をi削除す

建 築 ｆ ｉｩ物 資配 給統制 ｬ 協議令は地方 長 Ｑ ＺＮ の安 ｉｪ￭ｾＡｾ ， ｾ

数量 ぞ建築主に物資指定書又 は割合設!貯蓄を

交付し現物を入手せしな

〈筆者ノ、住宅管開港設建初課佼師 〕
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セメント統制配捻系統セメシト統制指令系統
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丸 釘 最 高 見 史 資 格 億 表 ( I 得 ニ付キ )

l 呑 J lJ 1i-J -片-
6x 6  

7x 5  

8x 4l h 

8x 4  

18 67 

18. 73 

1881 

18. 87 

ノj、 E置

ー ー

商

イ土 入 " 古田 |  恐 喝 師 首 相 械 |  一二貢画一一一

ぷ 「ヲ去十日干す

108 

1.08 

1. 09 

108 

川

一

日

一

日

一

山

1. 44 

1. 45 

1. 46 

1. 46 

12x  2  

13 x l %， 

14x  J 1h  

15x  1ろ主

16x  1  

17x %  

17x %， 

13 x  2  

12x  2弘

12x  3弛

12x 4  

12x 4弘

合 釘

16x  1  

15x  1弘

14x  1ろ告

13 x  1%  

19. 31 

19.86 

20. 30 

20.84 

2172 

23. 03 

23. 24 

19.71 

19. 31 

20. 72 

21. 17 

22. 17 

23_ 35 

22_47 

21. 83 

1. 12  

1. 15 

1. 17 

1. 20  

1. 25 

1. 32 

1. 35 

1. 14 

1  12 

1. 19 

1. 23 

1. 28 

1. 35 

130 

1. 26 

r V  1 2  

20.43  

21. 01 

2147 

22_  04 

22. 97  

24. 35 

24，59  

20. 85 

20. 43 

2'- 91 

22. 40 

23. 45 

24. 70 

23. 77 

23_09  

23. 90 

24. 58 

25 . 12 

25 .79  

26  87 

28.49 

28. 77 

24. 39 

23 90  

25. 63 

26. 21 

27 .44 

28 .90 

27. 81 

27. 02 

1. 49  

1. 54 

1. 57 

1. 61 

1. 68 

1. 78 

1. 80 

1. 52 

1. 49  

'- 60 

1. 64 

1. 72 

1. 81 

1. 74 

1. 69  



織 線 最 高 販 資 債 格 表 ( 1施 ニf:J キ)

務:

器
。。

。

2  

3  

d

A

寸

一

弓

J

一

〆

O

7  

0

0

一

円

ツ

一

A

U

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19  

20 

21 

22 

23 

地 方 向

仕 入 値 段 | 口

宵 -

2サ1. 6ヲ

291. 69 

291. 69 

291. 69 

286. 25 

286. 25 

286. 25 

270. 99  

266.  64 

266. 64 

267. 73 

269. 90  

273 18 

275. 89 

28 1. 88 

286. 79 

292.  78  

300.94  

310. 20 

318. 92 

329. 82 

342 88 

359. ア6

375. 55 

390.  80 

屋 | 小 賀 商

竺一|よ ふ と段|最高脚色よムJ ZL

16.む | 30 8 1 2 1 3603 7 1 1. 35

16. 83 

16. 83 

16. 83 

16. 51  

16. 51 

16. 51 

15. 64 

15. 38 

15. 38 

15. 44 

15. 57 

15. 76 

15. 92 

16. 26 

16. 55 

16. 89  

17. 37 

17. 90  

18. 40 

19. 02 

19. 78 

20.  75 

21. 67 

22. 55 

308.  52 

308. 52 

308.  52 

302.  76 

302.  76 

302.  76 

286.  63 

282.  02 

282.  02 

283.  17 

285. 47 

288.  94 

291. 81 

298. 14 

303. 34 

309. 67 

31 8. 31  

328. 10 

337. 32  

348. 84 

362.  66 

380. 51 

397. 22 

413. 35 

360. 97 

360. 97 

360. 97 

354. 23 

354. 23 

354. 23 

335. 36 

329. 96 

329. 96 

33 1. 31 

334.  00 

338.  06 

341. 42 

348. 82 

354. 91 

362. 31 

372. 42 

383. 88 

394.  66 

408. 14 

424. 3 1  

445. 20 

464.  75 

48.5 . 62 

1. 35 

1. 35 

1. 35 

L  33 

1. 33 

1. 33 

1. 26 

L  24 

1. 24 

1. 24 

1. 25 

1. 27 

1. 28 

1. 31 

1. 33 

1. 36 

L  40 

1. 44 

L  48 

1. 53 

1. 59  

1. 67 

1. 74 

1. 81 

J -
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笠鉛鍍銭線最高販糞債格表 (  1越ニ付キ)

地 万 問 屋 11、 買主 商

ユ高ー 乎

仕 入 値 段 | 口
仕 入 値 段 ｉ 最高販資侠格ｾ I  販一E 喜貫一目位育雄一

銭

非 4  328.  19 18. 94  347.  13 I  406. 円14  I  1. 52 

5  328. 19 18. 94 347. 13 406. 14 1. 52 

6  310. 76 17. 93 328.  69  384. 57 1. 44 

7  306. 40 17. 68 324.  08 379.  17 1. 42 

8  306. 40 17. 68 324.  08  37ヲ. 17 1. 42 

9  307.  93 17. 77 325.  70 381. 07 1. 43 

10 310. 76 17. 93  328.  69  384. 57 1. 44 

11 315. 12 18. 18 333.  30 389. 96 1. 46 

12 318. 93 18. 40 337. 33 394. 68 1. 48 

13 326. 02 18. 81 344. 83 403. 45 1. 51 

ーー

14 332. 00 19. 15 351. 15 410. 85 1. 54 

一 一 一 一

15 339. 08 19. 56 358. 64 419. 61 1. 57 

16 347. 80 20.  06 367. 86  430. 40 1. 61 

17 358.  70 20. 69  379. 39  443. 89  1. 67 

18 368. 49 21. 26 389.  75 456. 01 1. 71 

19  382.  65 22. 07 404.  72 473. 52 1. 78 

20 397. 90 22. 96  420. 86 492. 41 1. 85 

21 415. 32 23. 97  439. 29  513. 97 1. 93 

22 43 1. 65 24. 91  456. 56 534.  18 2. 00 

23 450. 17 25. 98  476.  15 557 . 10 2. 09  

24 469. 78 27.  10 496. 88 581. 35  2. 18 

25 491. 57 28.  36 51 9. 93  608.  32 2. 28 

26 517. 71 29. 87 547. 58 640. 67 2. 40 

27 540. 57 31. 19  57 1. 76 668. 96  2. 51 

28 567. 81 32. 76 600. 57 ' 02. 67 2. 64 

29 595. 04 34. 33 629. 37 736.  36 2. 76 

30 633. 16 36. 53 669.  69  783.  54 2. 94 

31 664.  74 38. 35 703. 09  822. 62 3. 09 
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亙 鉛 銭 板 最 高 販 賓 債 格 表

G 寸 法

最終持込最高

販 資 f資 格 販ｾ倒絡 販 E要 領 絡 版 資 償 持

31 番 3x 6 1. 530 1. 560 27裳 3x 8 3. 080 3. 130 

3x 7  1. 800 1. 830 26番 3x 6 2. 56 2. 630 

3x 8  2. 090  2. 120 3x 7  3. 010 3. 080 

30番 3 x 6 1. 700 1. 730 3x 8  3. 480 3. 550 

3x 7  2. 010 2. 040 25番 3x 6 2. 900 2. 970 

3x 8  2. 330 2; 360 3x  7  3. 410 3. 480 

29番 3x 6 1. 860 1. 910 3x 8  3. 940 4. 010 

3x 7  2. 200 2. 250 24若干 3x 6  3. 360 3. 430 

3x 8  2. 540 2. 590  3x  7  3  970 4.  040 

28祷 3x 6 2. 050 2. 100 3x 8  4. 590  4. 660  

3x 7  2. 420 2. 470 22番 3x 6 4. 040 4. 150 

3x 8  2. 790  2.  840  20番 3x 6 5. 020 5. 130 

27番 3 x 6 2. 260 2. 310 18番 3 x 6 6. 690  6. 870 

3 x 7  2. 670 2. 720 16番 3x 6 8. 190  8. 370 

セメント最高販責債格表 ( 50湛袋入)

un  H  :!'iJl: 
| 共 販 [ 門 業 者 1d 資 業 者

販 資 債 格 販 E軍 備 格 販 E宣 償 絡

普 通 ポ ル トラ ン ド セ メ ン ト 1. 210 1. 260 1. 600 

混 合 セ メ ン ト ( 高雌セ メ ン トヲ合 ム ) 1. 210 1. 260 1  600 

早 強 ポ ル トラン ドセメント 1. 420 1. 470 1. 810 

ネ オ ソ リ ゲ チ ツ ト セ メ ン ト 1. 980  2. 030 2. 370 

0"ド表償ノ、小質販賢官I格ニ於テ ノ、貫主応l i A波 其 ノ他 ノ、省線及直通謡n容量士線各騨貨車乗渡叉ノ、需主ニ於ケ

ル本舵采渡f質格 トス
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板 硝 手 間 給 機 構 の 解 説

並に需給斌態及公定{ 貫格

津 村 揚 世

I 級硝子配給機構 右機構に よる配給系統を liful解せば大館下| 組 の虫Ilし

本邦lて於ける板硝子製造合j仕は目下2昔前上主旭硝

子株式合駐の二祉にして 、i i ; t亡耐祉はPi fi工省の統

轄下陀板硝子協議舎を組織し

l  板硝子生産i亡闘する統制l

2 板硝子の販賞並に配給に闘する統II1i1

3 板碕子の製造原材料の配給に関する統制

4 職出の振興共他板硝子製造工業の振興瑳達に

闘する方策の研究& 貰施

5 板硝子製造工業iて闘する諸般の研究及調茶

6 共他本合の目的を達成する に必要なる事業の

事業 目的のもとに、第 2 項に基き販買委員舎

を設け、 別l亡定むる 板硝子協議合委員合規定

にイ:tOJ 板硝子の販資並に配給に閲する事項: : r

合掌する事とせり

板硝子協議合は之れを* 京il 'i l亡置き 左記地阪

別i亡地方協議合を設 り士!l! Rt.: 別事務を管掌す

ボ京地方協議合一青森、新手、秋 111 、山形、下1

城、昭島、茨城、栃木、群馬

埼玉、千葉、* 京、利1奈川、

新潟、長野、山梨

名古屋地方協議合一諮問、愛知、 三重、岐阜

大阪地方協議合一官山、石川l、岡井、滋賀、京

都、兵庫、 大阪、奈良、和歌

山、鳥取、島根、岡山 、徳島

香川、 愛媛、 高知、

門司地方協議合一旗島、111 口、大分、 縮問、佐

賀、長崎、熊本、百崎、鹿児

島、;'1' 細

小陣地方協議合一北海道、やIi' l ).(

外 ｬ 亡 朝ｦＮ ｾｬｬ と Ｑ 例 ｾｴｬ ・ 板硝子販賀株式合 ｩ ｬ ￬ 止を設〈

j てi I 己各地方l乞各合員製造t:r ifct :に所胤する特約jぷ

を以て組織する卸賀商業組合 、 ｊｾ の下 ｬ と 各 ｉ Ｈｦｬ 蹄別

/)、賀商業組合を結成せり

I V 1 6  
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豊 界 の 動 向

赫々 ?こる皇軍の偉 動、主主き霊と 血とを泥土 l乞悉

せ十今後幾年の長期戟陀亙るとも終局の目的?こる

大* I l l i 建設の説;;¥I( を完成せしむるには銃後一i意図

比の一大畳情 l乞あるこ主論を侠? 二十去に粧許可統 ;[il J

の必要があ るので経消の統制と 事六ケ敷唱導さ る

〉も 、皐党物資や人材の色礼的であって資材の濫費

冗費を防ぎ調整し之を岡 家 有 用11こ充備するにあ

り一本の燐寸も ー塊の怯屑も E 敵打倒に役立て長

期持久 l乞もち こ?こ えん とする組織規律が統Hi l] 令で

あろよ、。

然らば個人主法人主回程主主? 問わすユ叉? こ職業の

大ノj、軽重を諭せす，各{問其機能の全力を傾注し、同

家tfcー主義に則り 奉公の至誠を議す べき 事 こそ 民

K 銃後の護 bである。

金ｾ敵 皇軍の護 り婆きこそ 米 ｔ ご 一度の外敵襲撃を

も受けす，安居 して築業に い そしみ得るが、一端事

あれば木造家屋の大部分を占むる 我閣に於て は如

何十て防空施設の完監を期するも火災の惨容は菟ぬ

がれ難 〈此の場合本業品であ る。A ! こそは爆体防

禦刷 K 避難所の敷込 lて大量の，告需を要すべき事 k

寓ーの際狼狽しては成らぬと千三百の組合員十と到

し非常盤の準備を用意せしめ一回新星古盤、民 主

川 材 料 の 奥 床 等 の 在}! li調茶をも完成 し?このであ

る。

J-J_:他統i [ i IJJ--.の配給機構 lて就ては盤共物lては米Tご

配給;機構の1111J定は命令にも自礎的にも なく自出版

資でめるが墨構成の主要材料である 麻 縫糸、麻綴

;布、昼床) 司連続糸類はI i i長密 7よる統 li ilJ下に配給され

居る魚、本業 者は相官; 窮乏を告げて居るのである

が、陣 縫糸肺 線不li は近〈 資本金宣-千高岡の統; [ i IJP'&

寅令枇の設立を貰一現せん とし昼! 衣月j連続糸は全閑

人口 lて比率 し})，ミ専業者及本業者で製j末機械を所 有

する考をも合み機械 ＳＵ 教に肱 じ て配給すべ く，｟ ｾ ［ 局

ｬ 亡於て 用意ありと の事であるから ｾｮ 首緩 和さ る〉

岩 脇 久 五 郎

事 と想祭き る〉 のであ る。

古来昼床は本業苦ーの手工により 業閑期 l乞製作 さ

れ来りしが第一次 世界戦後の好況期に乗じ製床機

械の出現す るや、葉の盟宮な る近府j際特に播州地

方の農家の副11ょとして護遣し副業は本業主化し共

乎に奪われ今日に於ては市債を支配するのj伏勢 左

な れ れ か く 昼l末は本業者の千を放れ7こる上昼が

工用の腕縫糸、前[ 縁布等線、て統治IJ下の股密 Tよる配

給を受 〈るに及び、泰子の{ 2- ' は破られ?こる 全閣農

業 者はま互に脈絡を jffi じて歩調を揃ふべき 事を痛感

し如何なる僻遠の地 l乞ある同業者等 も工組商組を

組識して材料の配給債絡の統11i 1 1 等陀努めつ〉先づ

- 'Ui;年 11月六大都市同業持一丸主なちて諸 般 を協

議 し時局緊迫陀連れて、昨 年 4 月全開農業組合聯

合合を結成 し更ら iて去冬之が法律的I- c . 全閣農工業

組合聯合令と改組 して東京に設置 し、配給機構の

改善、企業許可令 、持務調整令、衣料切符等Iと到

底すぺ〈業者の進u ぺき 方向を研究指導 し、 J-t 他

主務省への交渉陳情に使 ならしむる 等今や一大ｾ

醒の機運は貰現しつ〉あ ち。

向将来の大 なる問題 として は本業者の企業 合同

問題である盤は閑民生活の必需品であって先般航

空除将校の来談あ りし時に「地上勤務員は兎も角

も乗務員が降下 し?こ時 仁左へ僅少の休養時間中で

も盤のJ て. 陀身を tff( f こへる 事 が 何より の慰めで あ

る」とまで語ら れし如〈日本人主 墨 とは切り，放せ

ぬ閥民 性fC) 直しに生活! 日でーあ るが 日本建築の殻淫

t 茶道風流の極致よ り或は冠婚葬祭の{詫雌等 より

向使用に耐へ得る晶表 を陽やけして梢や赤色を呈ー

する位を背昼に衣替などするは正 l乞宥修風流の名

姥 りと 鼠らる 〉も、 rj{; 酔 i立: の日本人とし ては美風

か弊風か宇 ｬ 民 ｲｲ し得ぬ次第でゐるがｾｉ�ｦ < 材料 の飲 乏

となりで は之 等の慣習は 自然I "C 1o/?消 しひいては新

築家障の敷込盤以外の表替、裏返 しの注文は撤減
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するものとせば資本関係得立去の多少に依り本業

者中陶汰さる〉運命の病来も考bB: され既 l宅業者1m

tては企業問題の腹案を煉 りつ、 ある傾向なり 。

新 〈翻じ去 り翻じ来れば 日本家屋と 日本衣服の

存在す る限り 俄に本業者の多数が失業騨業の悲運

に法落する主は断じ難きも材料の快乏 k資本関係

及得意先の多少に依 り逢漸的落伍者を生す・る 事必

然の趨勢なり左推測さる〉も今や帝岡の一大雄闘

16頁より 縮 〈一一

は米、英、間の硝民地?こる 冗の島 より 暴虐なる彼

等を駆逐 し):!:(:!lli 民族自主調f主の新天地を開拓すべ

き聖業完成の途上にあれば、人口調答物資窮乏の

本土に踊蹄せんより日本人の行〈臨必十盈あり往

け! 南へ南へど今日 の苦悩は他日付1展の基主なら

ん事を全業者の矯め皇閣の矯め千新高時 して羽J締ま

する次第な h。

( 筆者は盤工業組合常務理事)

「板硝子配給機構の解説並に需給探態及公定慣祐」一一津村揚世氏

2 需 給 猷 態

陸 、 栴軍需、 ￭ｾ ・ ［ｊｊ 、 厚生＿＿斡旋労務庁 イＱＺＺ 宅 川、

Ｚ［ ￬Ｈｾ Ｑｌ生 産蝋ヲピ Ａ日 は胤係行町長 ｽ ｗ ｦＧｌ各Ａ仔Ａ際合同 の 設 ｩ リ ｪ

lとより専ら公続優先の貨を事げ、時局下、製造原

材料特に燃料 ＿こ る石決 、 ｉｪ ｊｴ ｾＺ ｬＱ こ ｑ Vlit主次の; 吠乏あ

るに不拘、本 ら製造能率の 向 上 し 配 給合羽! 化 と

によ り ｪｬｾＺ 給の悶 ｉ 廿を期する ＿こ めラ ｪＭ カしつ〉 あり

3 公 定 慌 格

板硝子の公定佼( 絡は去る昭和 15年 10月15 日比%4工

学[ 告示第 624 ｾ虎を以て ｩｬ￭ｬｊｪ ＮｬＺされ共後二問陀立ち若

干の改訂あり現行の大要はi i ' . の如し

ｦ ｬＢｾＮＱ＼創立

l 製浩3tsff 叉は共の代JJl l I 訂の版究償給

2  ｍ ｉ ｾ Ｇｴ業者版 ｩ ｴＱ 釘絡

3 小貨当tff 版貨似伶7.k_ )JII 工n

K 分かれ

1 製法業者又は其の代理! 白の版ft 悦然はお員乾

板肘以外のものに在りでは東京市、大阪市、

I v 1 8  

京都市、航沼市、名古屋市、 雨111戸市、稲岡市

尼崎市、八幡市、四日 ill 市叉は若松市内政の

場合K 於ては買主の工場渡、合F川l

波f情悶+絡f弁千と し、共の他の場合 lと於ては覧会-fi ぉ:子

時 ｩｴ 車来 ｩ 度 Ｑ ＱＧ ＨＮＮｩＺ ￭ ￭Ｍ又は買主主ｬＺｾＱｴｲ地問側渡似絡と

してお民乾絞mの もの陀在りでは買主の工場

渡{ 資格とす

但し ＡｾＩＱ ｦｦＮ ｴｬ 、 ￸ｫ 潤、和｛， Ｑ Ｔ 太 、 防 ｊｊ Ｑｕｉ Ｇ ｉ ，南 洋群島 、

満別'1又は支那向の場合に於て は杭出港 F ・O

B ・倒機之す

Ｒ 卸買業計販Ｚｩ ｾＱ 民柊 ｴ えノ ｪ 、 質業者販 ｦｈｲｩ 絡はｊｴＨ ｽａ

市、大阪市、京都市、横笛市、名古屋市、111111

戸市、 稲岡市 、尼崎市、八幡市、問日市市又

は若{会市に於ける賢主庖先渡f口格とす

主規定さる、 ｦｒＮ し ｗｾＪ 件並 κ 共他の依件は行 ＱＱＱ 許す

(J ;J，し上)

〈筆者は日 本板硝子株式合祉商務部長〉



給 汽 給 水 衛 生 設 備 工 事

民 需 用 資 材 割 嘗 取 得 要 領

給汽給水衛生設備工事を施工するに就市最 も必

要に し て主 ｦ こ る資材は鋼管 ・ 路ｴＺＧ主管 ・ 鉛告 ［ ｾｆ であ

ります。

戦時 下 ｬ 乞於てた等の 物 資はｾ揺が最も俊先 的 に

配給 され充足軍需 ・' 自臨需要 ・民宿主云ふ11回序で

制 限を受けて居 り ま す。 ＱｰＺｪＨ， ｾ 並 充 足軍需は軍の契

約捻任官へ、 官I応需要は共 所々- 管の官百五へ資材の

剖首を司1 しH¥ること にHdl 資材が得られるのであ

りますがi 叩訂11は如何様K して配給 され叉ど うし

て申 請をｾ す のか以下配管資 材 ｾ

1  ) 鍛鋼〈鋼管 ・銭倣官二〉

2) 非鍛金属( 鉛管〉

とに大別し てii.立iリj致 します。

1  民需用鑓鋼

ィ 配給機構

商工官級鋼局長は錨鋼謁給統1ijJ ]令l亡基いて萱筒

年を四期に介ち布: 四半期待lて錨銅の出給計』! 与を建

て悶示のP うl亡生産統制機関 ・需要統 刷機関 ・! 収

貨統; j ilJ 機附そ し て鋭銅の司 ［ 給調整ｾ行はしめま

す。即ち生産統iiiJH艶聞は鋭摘の使肘承認吉: (/j;( 材

料 Ｉ を各生産業者 Ｇ ＧｌＮ ｴｬ｝￭ｾ て〉鋼材の製造を ｾ ｮ さし

め共生産報告を受 けま す。日 ［ 要統 Ｚ ｪ ｊｬ｝ Ｎ ｦ 注目 Ｚ ｾｊ は ｩｬ Ｇ�ｪ工行

より 資材の訓話 を受り Tこる純Ir1内に於て餓鋼( d71 

種別 ) ｾ［，｝直読Ａ日書を夜行し強行乱含生産統 ［ｩ￬ｬ ｝ 機闘

へ報告します。

販賀統Ｚｲ ｬｩ ｊ 機 ｍｍ は製出ｾｾＮよ り 現 Ａ 日 の 供給 を受げ各

問屋をして 切rr e引換に現u71? 収資せ しめ現j!?1の

買受り現品の販賀を生産統 :fiJ ]機刷へ報 Jfr します。

以上の如 〈 生 産 需要販貰の ｾ統制機闘が民 統な る

連紫: を保ち需要調整の目的を遂行するのでゐりま

す。

( ロ ) 申 山 手 t 'H

事業主が或る工事を起工せんと wくするならば共

仕事の性質1 ' L 1.乃而受給者 ω包工者即 ちil lJ負人〉を

須 賀 藤 五 郎

選定 し礎注 よる主同時に罰!?負人に共資材害Jj 蛍申請

を依頼する事が最も 簡便です。

31f 負人( 芯要統制固i揮所属組合員Tこる 事 を要す1

l立)j主主のイi d虫l乞恭き 所要資材 を計算 し其 々資材の

制官 ［ 説 明 書交 ｉ ｬ ｈ ｲｬｬ ｾ ｍ 願 書Ｚを 作 製 し 共 の所 属 組 合 を

経 111ＧｩＱ，ｾ 要統 Ｚｲｪｬｪ 機 ｉｎｊ Ｂ ｣ 提出します。即ち 事業主の意

志並設けの概要を陳述 し必 要 なる 資材の割首 ｾ求

め、需要統1j ;J] 機刷の芥定 ( r.fi 工省承認&D を仰 ぐ

のであ ります。共の問事業主に於て草分請負ろ主

・. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .. 

謹絡を計り 3卒業の性質} j fii 設の些要性 を管事翠i [ jJ] ;母

@・ ・・ '" G  Q ・・・・・ ・・・・・・・・・・

ｍ Ｉ［ｊ ， ＱＨｾ 陪 ｪ 工作へ認識せ し め る 桜 出 来得 号ｾ ｾ 2有事事

・ ・ ・ ・ ・・・ ・・ ・ｾ 0  • • • • • • • ' - • • 

切なる措置を静ぜられ る事が最 も肝要T 今Pます

• .. • • Q  Ｙ ・・・ ・ ・ ｾ .  .  .  ｾ＠ .  ｾ＠ .  .  .  .  

斯様に して共の事業が資材の割首を受 〈るに泊格

t 認められて始めて:切符が交付さ れます。

; 背負人は交付ーを受げ に切符を直 ちに 問屋へ提示

し現! 日のJ l 停入rt"込を致 します。問屋を経 由販賀統

jj; J]機闘の引交承認を経て後切符は現品 と引換へら

れる事 lてなりま す。

随而 ｾｦｩ ｾ ￍＧ ｴｬ 人又は企業主が 現 Ｑｾ Ｑ ( 資材) ｾ獲得す

る迄 lとは以. 1ての;慌な千続 k 相官;な る時 日を要す る

事にな り此勲充分認識 して戴き ?こい のであ りま

す。日Jj 岡敬制配給機州問 は事業主を起貼 とし て大

111告の経路を示 し?こものです。

2 民需用鉛管( 非銭金属)

ｩｾｩ 管の原材料は Ｓ げである事は ｲ ｬｬ 上げるまでもあ

りませんが 、 ｾｩＧＮ の鉛を餓生産 ・ 需要 ・ 配給に豆 ｄ

一花的!と統 ;[ jJ] してゐ る段附が 日本金属配給株式令

耐1: Ｈ訴日本鉛 ｾ ｦｾ ｦＺ ｬｩ 悌統［ｲ［Ｑ｝組合Ｉであ り ます。更に

Ｑ｜ ｩ ＿ 以てｦｽｾ治する鉛管の ［［ ｾｬ ｩＱｾ 統 Ｚｩ ｩ ｊ ｪ を日本鉛管鉛板

コ: 当日組合が行ってゐるのでゐります。

三 ｮＯｾ［ ｾｾ＾佐川せんと欲する ミ ｲｩ Ｎ 主主は餓 湘 ｬ ￯ ， ｪ 主Ｚｘ ｾ ｩｦ 負

人を して必要な鉛管の 申請を1. %. i ; きしめる事が便利

です。$¥i 管 i : I : I 込者は最短納期三i:t i}' J先のも のを所

広巾込採に ii 己tl まし 日本川管鉛板工業組合i乙提出し

1 9 1 V  
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ます。 日本鉛管鉛板工業*J l 合は 中込を受け ?こる 1'1"1

符を製造するに必要なる 鉛査を計算、:j{:他J.' J奈事

項ｾ 加 味 し、 えを日本金属配給統ｉｦ ｪ ｬｊ 株式令 ｪｊ ｪｪＺ ｮＺＺ送

達 します。統制合祉は需給の百十識に従ひ申込現在?

審禿 し最も必要と認め 7こも以J から茶定配給をする

事 iとなります。 配給決定 し?こ る申込票に到す.る鉛

長は是を鉛管鉛板工 ｾＱ Ｅ ｊｬ合 ｬ 亡 通知 し 工業 組 合は鉛

管製造 業 者 ｬ て鉛 を振首 製 造せしめ共ｾを申込入 ｬ こ

通達 して来ます。申込人は共通知書 lて依り釘}管 製

油業者ーに代金を文捌; ひ現品の交付ーを受げるので

あ り ます。 長 ｨ 背ｾ巾込んでから賃 際 ｬ 亡 入 手 す る迄

必営団 ｾ ｾ 合成推 ｾ

ｉ ＢｃＮは 約 ｊｩＮ 筒ｊ］ｬを ＿嬰 する事 Ｎ ￬￭ｾ Ｑ 亡 鉛は他 の資 材主 異 り

対と 我闘で産出 しな いので共の割程;脊定に就而最

も最績であ り、 是非鉛管を必要 とする 事 業性質の

ものにのみ最小限の配給が行 はれ るのであ ります 1

から充分御諒承願ひ?こい のであ ります。次の鉛管

配給機構岡及配給 申込票を 御参照下 さい。

一 迫 記一

今回東京地医大阪地院に鞍踊復官の錆使用され

る版企 修 理府 鉛管 Ｈ品種 ＱＰ 粍 Ｑ Ｓ 粍 ＲＰ ｾ Ｚ宅 ＲＵ 粍給 水 鉛

管〉を常備する特設配給品が下記の通 り設けら れ

ましに。東京地医配給品 は目下整備 中に付省略 し

ます。

大阪地直特設置E給晶一覧表

第 1i記給品 大阪市北区東野田町 l丁 目%

大阪鉛管鉛板販E要所

第 2配 給 所 大阪市北直堂島 i漬通四丁 目10

株 式合枇 須賀商合

第 Ｓｾ 給 所 大 阪市西区立資堀北通 1丁目 3

阿 部 商 底

第 3 恩 給所 布施市永 和3ノ12

井 畑 * 選 商 命

第 Ｕｾ 給月庁 嬰 中市 岡町37 ノ3

高 橋 藤 次 郎 商I占

第 61ls給所 堺市 中之町東2/ ，22

上 島 ポ ン プ製作所

高ー不幸戦禍陀見舞はれ念mI 緩奮 を要す る

鉛管が必要 なる 場合被害者は 特設配給所ld L

旨 巾ＱＭＱ ｜ で ら れ申込 ｴ ｾｬ Ｇｃ 所 要鉛管の ｲＺ ［ｉ ｉ ｈｦ数 量を

記 入し鉛管を要 する理巾の奇芝生し? こる 事態を

最谷警袋署又は警防闘に於て詮l列して貰へば

製品がすヤさま 購 入出来る事になってゐます

但し下記順位 l乞依 り配給 されます。

1. 工場

2. 皐 校

3.  病院

4. 銀行

5.  公共|週間

6. 倉庫

7. 放I l ii 及公衆を牧容す るlて必要 と認めに

る建物叉は特設機関 と認め ?こる 建物

8. 共他。 以上

( 筆者は大阪府水道衛生工事業組合聯合合理事長〉

2 1 1v  



運 送 の 話

運 送 の 話

人聞が l 人りで居る 時でも物を運ぶ事の必用が

あるもので御座います是が 3 人 5 人 1軒 2 軒と 人

口住宅が増す れば増す程物の市J j j が作ひ、運送の

絶劉必用ｾ感る様陀なります 。旦を＿ 郷に村を町 ｬ 宅

市 を郁子? と形成すればする 程物 J ) 運送が増加l致す

ので御座います。

然らば人間の生存t 12次の稜述は運送lてあ り運送

主云i 、事は人間生存の常織に持? こなげれば稜民は

望な いも のであ ります 。

運港事務と云よ、品 のは共のJrx扱物が一物色自 己

の物でな い、 全音怖1入の物を自分の物の如 〈雨の

タ逗凪の紗l陀荷物の事のみ案じ毘の荷迭り入荷受

人の立闘の憧完全に届 けて喜んで頂 〈事が、仕事

で、話1/1の如き 'L' 特で共の凡てを底理する IJ Hc 拘に

興味を感寸・るのであ ります。

運迭には二種あります。

ーツは大運迭、ーツにノj 、運送であ ります。

陸上で謂ょ、大運送 とは岡家が管む錨泊省の事で

小運送主は畿道の雨端を柿 i 、即ち牒を中 心l亡貨車

への研込、 又は取おろし、及市内の集荷配達をな

す。小運送業者、所謂運送応であります。

従来のノj 、運遺業者は同業のもの筒L3J : 自応の赴 〈

位 lて多研: 多様陀遁: 意替業を絞けて来fこので御座い

ます。或は程着3走者と或は荷法人叉は荷受荷主と

提携 し一方的便宜をはかりサーピスなりと 去 よ、裡

lモ利主主本立を忘れなかっ?このであ. ります。

支那事鑓以来世界の情勢も極度に鑓り我同色逐

年緊迫を辿 り人 も物も不足を来すに至 り就中ガソ

リン 、代斤j燃料の如きは著しく不足し、ノj、運送能

力の底下は日に月に共の皮を カ11 うる[モ至つ?こので

ゐ ります。斯ては軍需品の輸送のみか問内生前必

需品の阿m轍迭にも支障を来し、此の上此の俊一

日も 看過 し得まる圏内情勢に鑑み昭和 15年 l 月

I v 2 2  

佐 武 徳 三 郎

31日陸連 続i/il J 令礎令勅令 G( C37銃〕更に 16年 II 月

18日鍛造省令tnげ披の施行K 依 りノj 、運送業をも臨

戟 髄 :!ll J の整備を致し 、先す・三大都市の同業の符は

誠夜、奉公を売 り好色好ぎると lて不拘大同園給して

臼本j岳連株式令祉を中核鵠に一大統合致ま して、

16年 11月 l 日より 闘策に従ひ一丸業 務開始致しに

ので御座い ます。 ノj 、運訟能力不足は人的物的不足

の外lとff; J能力底下1' L. 1i' の原因があります。

1  ｾｾ ｕ｜ 所定の荷受人が他 ｬ 乞販 質せ んとし取引 ｬ 亡

手間取り鹿署遅延す る事

2 :種目撃は受人の住所K 依り若E撃を選定せるも荷

受 人が他に買 渡 し、 買受人の届先が活牒の配

建ｾ域外 なる 場合多んあ り

3 配達 人が荷物引渡後該何物の事:i 掛金 を頂 〈陀

意外 の時聞を要する事

4 一時間以内で届先に到達 し?こ る車楠が1¥17主指

同の場所 l亡納入する f t &配達時nn以J :の時刻を

費す事

配達能力明巡の需fi=_ の通 り荷主各佼の御協力を

御願ひ致す事になりまし? こ。

l の場合は従来の棋に一々電話で御案内する事

をn !lI 持3 せて頂き迭欣聞記載の湿りの荷受人の方

lモ御周致ます。

2 の吃ー合は買受人の最号令官事を御撰定の_f-: (，ljj Z: 人

の方に強選通知を腕ょ、事。

Ｓ の場合は ＴＷ 計係不在者は主 人留 守宅 ｾＧ［ｉ 亡て掛金

牧入のｾ配 達 人主 運搬員 共 相官の時 間 安 Ｑ ＡｩＺ 致ます

荷物をおろ して居る 11日陀御支拶t被下るね; 冷怖を願

って置く事lて( 先此貼K 就ては荷物礎迭は全部元

初/¥扱lて願よ、事l乞致度主存じます〉。

4 の等合配達人が所定の j苫所 に王1)建設しになら

ば直ちに御荷受を 御願ひ致します、 入Ji .l1又は配付

等は致ません。

以上述べまし? こ具合に運撤員の能率を l 日2回の
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運行を 3 回1' L 3 回の運行を 4 回 l亡増進致度 と勉め

て居るので御座います@

m! 迭を御理解被下いまして肢 〈市民の方 々に御

満足を得て頂度念願で御座い ます。

貨 物 の 扱l亡は種々ありますが 4 月頃改正がある

様でありますから省略致ますが小運迭には料金が

公示設されて@ があります。

従来のノj 、運送業者は監督官艇( 餓道省、) 監督の

基 に 管 業主? 致して居りまし? こが只今は共の鍛造・♀?

と共に業務遂行を致して居るのであり ますから板

めて良nか に 安心 し て荷物を jきる事が出来ます。

放にイカガワしき町内 の又は騨 附 近 の 類 似業 者

陀依頼す る事 の なき 様 、 必す' 最 寄 の 牒前 の⑮支j苫

又 は 営 業 所iて就て御零ね被下ま すれば必すも親切可

暗I ' l : I ' L 皆様方の運送顧問として御説明致す事にな

って居ります。

Li : ] て⑮ 日本通運 株式 合前tの 機 応を記載致置きま

す。

支 社 栴｛円支 Ｏｾｩ

4ケ摂;取占及牒 所

支 J/i

管 ご住 所

有j 扱所及

i底 的 所

職 員

努 務 員

377島7

117 ｊ ｾＺＧＺ＠

226所

98戸庁

6000名

ｉｉｏｏｏ ｾ可

運 搬 ，I l c ー鹿属

大 ， 形

トラック

3ケF斤

12ケ所

1400名

2100名

128 

ノj、 71予 103

電 筑 車 37 

馬 車 293 

屑 曳 107 

リカカｾ 10 

トレラ ー 3  

以 下支庇並陀各課共斯様な機構のもとに仕事 を

致して居るので御座います。

( 筆者は 日本通運株式合前t聖子業銀到着係長〉

書航・書留・郵便事槍改正 ( 同月一 目より費施〉

遜信省では第七十九談合の協賛を経て郵便法中改E 法律による通常郵便料金 の改IEにあわせて、小包郵f &料 ・書留

料 ・速主主料 ・其の他特殊取扱料金の改正を行ふ事 となり、効令、省令、告示な ど1吉報で公布貧施される事と なった。

内画部便料金

1. 通常郵便料金

第 1種

有封書紋 20グラムまで毎に う銭

印刷番欲 100グラム ｾ＠ 4 銭

第 2 覆

通常はがきく改正なし〉

往復はがき〈改正なし〕

封織はがき・・・…・・・…・・0 ・・・・・5 銭

ｾＱ ｊＳ覆

下記以外百グラム毎に l 銭

登行人叉は印刷人よ り差出す日干lJ 新聞、官報、isH言

二百グラムまで l銭、以上百グ ラム まで毎 に !銭

第 4 覆

下関以外百グラムまで毎に 4 鎗

低料約束郵便のゑ認を得たるもの

百グラムまで毎に 2 銭

. S {璽 ( 略す〉

I v 2 4  

0 速達料

普通地域 G彊常〉宛

特害IJ 地域宛は毘逮局よ り16キロ迄

同 16キロ 以上 4 キロ まで毎に

O航空料

内地と朝鮮、渡部号、関東州、南洋群島相玄関

銭

銭

銭

今

r
-

n

u

u

A

H

V

'

E

a

，、
J

，
、

J

第 11醤 20グラムまで毎に うO銭

第 2種 遁1ii ' はがき 、往復葉番 20銭

封繊楽番 40銭

0 内地機太閤

第 q歪及第 2種 12銭

第 3種及至第 5種 50グラムまで 22銭

同以上50グラムま で毎に 10銭

〔以下略〕



日 本 木 材 株 式 曾 社

組 織 に 就 て

I()' 出の方てー木材の仕事に拐ってをります井上主

申す者ーであります。生憎少々風邪気がありまして

採がilli らなし、か と存じますがお許しを願ひまして

只今御紹介の木材統制主いふこ左につきまして、

少しくお話巾上げて見 fごいと存じます。お集りの

方々は木村tて闘しまして十分我々以上に知識のお

深い方主存じますから、従ひまして木材統制につ

きましてはそれぞれの文献等によりましてすでに

御承知のことと存十るのであります。私の此れか

ら巾上げる こと は何ら御参考にならないかも存じ

ませんが、 一! 帳道筋Tごりをお話市上げて見 fこL、

と、かやうに考へる詩であります。

木村は御承知の通り この統制とし 、ふことが他の

ものに比べまして遅れてをつTこ感じがする詩でゐ

ります。主申します のは木材が非常に複雑であ る

といふことより生す' る統制の困難性といふことが

原因をなしてゐるピらうと思ひます。即ちこの復

剰Id生と申しますのは色々の黙から考へられますが

まっr 生産の遁原 l亡おきましでも非常tて複雑な過程

を通って参るのであります。複雑主巾します のは

操作の上t乙復雑であるといふことでありまして、

一般の工誕生産品のや うに一つのシステムの色と

に秩序正し〈生産 されるといふ様なこと がありま

せんで、所謂原始的方法によりまして、共して又

非常に泣つに複雑な地形から、又複雑な過程を粧

て生産して来る、即ち生産事前li が非常! 亡復f J t であ

るといふこ主がーつであります。

:j ，くiて木材そのもの〉性質が叉陥る複雑であると

いよ、こ主であります。木材の性質か ら見まして、

まづ工芸F的な性質主いふ方商がごぎいますが、そ

の工霊的な一つの性質を取上げて見ま しでも、此

れが決つにものでなく 極めて多面的の複雑性をも

ってゐるのであります。其れと共 l乞代替的である

即ち銭の役にち立てば燃料陀も使へる、 或はそ れ

井 上 太 衛

{ t - 科皐的 (C操作致しますとパルプとなり紙になり

或は 人並! ; 繊維が出来る、 一つの木材でも使ひやう

によりまして色々な方面 l乞使は れる 諜で ありま

す。 これは木材の性質の多商性であ りますが、 左

様な利用方I百において多而的であると〉もに叉一

方においては生産されfこもの〉規格が非常に綾雑

であ ります。御承知のilli り木材の栴呼 といふも の

は非常に搾山ごF いまして、1:-寸法による硲呼と

さら K 次敢による栴呼、或は使用部商l亡I "fする郁

f I i j ' ーといふ風に大鐘津山な栴呼がある 詩でありま

す。此様な詩でその利用方面 lておきましでも、ヲJ -

木材そのものの性質から巾しましでも 、 ま仁木村

の生産される過程から申しましでも極めて複雑な

ものである、か うい ふこと の矯に統制の方法と申

しますか、統制の手段が大令、遅れて会つにのであ

ります。

其 ｅ 怠で統制ｾ沿 Ｎ ｴＧｦｩ的 ｬ と取しますと、まづ木材 ｬ て

釘しまして千をつけはじめにのは第ーが規絡の整

備であります。従来木材は 4分板色申 しましでも

3 分、 と或は 2 分、 ひどいのにな りますと 1令 8 匝

といふやうなのがあります。叉 6 分板と申 しまし

でも 6 分の板でないのでありまして、 6 分板、或

は 4 介板といふことは一つの名栴に過ぎない、そ

の寸法を現はしてゐるものでない。かうい」、事怖

にあっ? このであ b ます。従ひまして木材の取引 、

叉それの使用と いふ方面が非常に複雑にな り、 そ

の取引が明瞭でないといよ、こ 主から致しまして 、

規;絡をつくると L 、ふことが1(cーである 、か うい ふ

詩で農林省において11，1) 定設し? こ規絡が只今の木材

規格のはじめであります。ぞ れに引続きま して木

材に就きましでも色々の規絡が出て参つにのであ

りまして、 一般の針葉樹規格のほかに一般j開業樹

の規格、或は電桂の規格、打込丸友の規;降、或は

パルプ材の規格と い よ、風 ｋ 色々の規 ［ 怖の事 ｬｴ 類が ｉ Ｍｉｾ
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て参つにのであり ます。

先づ第ーに手をつけ ?このが-11ド年きまりま しに

木材協怖が統制の酷鮪ーであり 、その* I ' L 木材の公

定偵格が出て参 り、これも 数次にわ ? こりまして色

々 の粧類の木 材ｉＧｌ ｾ討 しまして伯絡 が順次 Ｑ Ｑ［ｉｊ 定 され

てゐる 諦であ ります。その次に配給に劃す る統1IiIJ

が一昨年木材配給制規則となって現はれましに

が、 その運用は飴り賃効を事げなかっ? このであり

ます。そ の狙ひ所は結局木材を統制すべき所の一

つの統制機闘をつ〈るれ、ふ所にあっ? こので あり

まして、そ の結果生れましにも のが 日本木材統制

株式合枇主言ふものであります。

共φ配給統制規則 lて引蹴き木材統制の総括的の

規定が出来ましにのが只今出てをります木材統制

法 主いよ、 規定 で あ りま す。その木材統 ｦｾｉｊ 法は要す

るに木材の統制 を生産から間給、泊費まで統制し

ようれ、ふ法律でありまして、→ux統制規則と同

じやうにその目的とする所は木材の需要供給の悶

滑主償格の公正をはかる といふ所に問的をおいで

ある 認であ ります。そ の規定の内等の次は生産に

閲する統制であります。即ち木材の資源である所

の森 林陀到しまして、 その森林の伐採ｾ制整す る

ことが出来る ことになりましに。その次は木材を

配給す る人 に釘じまして配給先及び配給の似絡守:

を指 定 するこ左が出来る ￨ｾ 、ふことであります。

次に製材工場に到 しまして、 製材すべき数丑お

よび製材すべきものを命やることが出来る主いふ

規定であ ります。そのヨたには木材を消費するもの

に封 しまして消費を制限或は禁止する こと が出来

ると L、ふ規定でありますo

三たには共れ等の統制を行ふべき所の機闘に関す

る規定でありまして、その機闘は第一陀は中央に

日本木材令粧をつ くり、地方には地方木材合祉を

つ〈る、きうしてその中央の日本木材合枇主地方

木材令祉にまIする 監督規定が大都合をなしてゐる

のであ ります。でありますから木材統制法の内容

は生産即ち森林所有者ー陀封 して似: 材 、伐採を命十

ることから販賓の統制、製材の統制、さらに消費

の統制 、これら の部同[を 51< るめ まして統制を行

ふべき所の統制機関の性格ならひ' 陀監〉降について

の規定であ る、かういよ、風に概括的に御諒解願へ

ればよから う主思ょ、のであります。
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共ｾで此 れら のもの〉統 制すべ き事前 Ａｩ の大要を

申漣べます し わが図の木材は事鑓前の長い間の

統計ーによ りますと 約 2 乃至 3 パーセント の哨カ11

を致して参 り、事鑓前 は約 6 千高石の木材治資を'

致 して居つ にのであ りますが、その木材は内地の

森林から生産 されるも の と外地から供給さ れ るも

の主 、こ の二つの方法に よりまし て大憾の需要の

パ ランスをとって参つにのであります。所が御承

知の通 b戦争以後陀おきま しては外材を 入れるこ

をが全 〈出来 な〈なり、内地材をもって全部の消

費を賄はなげればならな〈なつにのであります

が、一方におきましては軍需の方面の消費が行は

れる主 共 l亡、叉他のー商陀おきま しては新 ?こ な泊

費部聞が榊)111致しまして、全部で戦前の 約 7. 8制

哨加l してゐるといよ、 j伏態 lてなってh 1 } るのでめりま

す。

これ らの木村を全部内地で賄ょ、といふこと にな

ります左、自ら 軍拡的 I' C配給 して行かねば賄ひが

つかない訴でありますO 従ひましてこの木材統11;I J

法の狙ひ は生産を確保する 土共 lてその阻治先を必

要に応じて的椛陀必要方町に必要丑供給するとい

よ、所にある詩であ りま す。左様な芯; 味をもって生

れます所 の木 材統 Ｇ ［ｾ ｉｪ 令枇は即ち中央 ｉ Ｇｃおげる日本

木材令市te 地方における地方木材合紅 土二つ lてな

る諒でありますが、その性絡は地方木材令n[t e 日

本木材作ijit とは別 I' C 粧替的の闘聯はな いので あり

ます。各樹立し? こ機関でありまして中央日本木材

令制: は資本金 5 千高閲 lてですでに管業 を致 してゐ

るのであ ります。 この中央の 日本木材令祉の霊な

る仕事は外地陀診出する木材、或 は 職l:fJ，する木

材 、すなはち日本内地から外へ問す木材を一手に

)1"9. 扱よ、k j 与に、外から 入って来る木材も全部 この

令最[ : が抜ひ、それを需要手'{' Iqこ配給して行〈 、即ち

内地lと出入する木材を一手lて扱ふ とい J 、ことがー

っと 、 地方 I' C 出来る木材令祉に劃する投資、木

材の生産に必要な各種の資材の配給、これ らのこ

とが ｲｬｾ うその 日本木材令制 Ｚの主 なる仕 事であ るので

あ ります D そのほかに 必要ある場合陀お・いては木

材の賢買を行ょ、 、か うい よ、建前になってゐるので

あります。所が只今日木木材令祉のやってをちま

す仕事は主 として地方木材令祉がまピ整備致 され

ませんから 、その前提主致しまして物動材の計喪



に廃する所の木材を一手に統11j l ] 致してゐるのであ

りますD 内外地材の仕事よりも物動材 K 閲する木

材の扱ひを 一千忙やって居るのであ ります。す

なはも物動材として の第一は石茨琳1草花要する坑

木であ ります。 この坑木は全部日本木材併}IU: が集

荷致しまして、それを霊射的に必要数琶を各鮪山

に供給致 してゐるのであります。

共の次はパルプ資材であ りまし て、これ も製紙

原料、或は人識原料のパ J レプの全部を日本木材令

枇が一手に統制致しまして 、パルフ・の生産量を確

保致してゐるのであります。

そのダくには枕木，電柱、打込丸木、かう L、ょ、やう

なH[ 類を只今取扱ってゐる のであ ります。 この仕

事は共に来る所の地方木材令ilil: の整備によりまし

て或は地方木材作活f: に移 される のではないか、か

ういよ、様陀我々は観測致して居 るのであります。

共れでは地方木材合nil : ｾはどう い よ、 の か ｕ ｐ し

ます色 、 全問 主 ＿ 或る 教 イ ｉｉ ｾ の プロック ｋ 別り ま して

そのブロッ ク毎に木材令別々結成致す のでありま

す。そのプロックの数は勅令をもって定めること

になってゐるのであります 。 只今 の 所まピ 会問 ｾ

幾つにする主いよ、勅令は11-1 てをらないのでありま

子が、大韓十四、五ぐらゐ のプロソクに別けて令nH:

をつ くる のではないかと思ってゐます。 この地方

におきましで は京都、大阪、兵j市、滋賀、こ の二

府二! 障を 一つ! として一つの千柿出亡し、隣は奈良和

歌山を一つにする、叉山! 生は 鳥取迄を 一つ l亡し 、

中聞を 一つ、四閣を一つにする、とい よ、風な捜度

iて大措jfj?{ してゐる程度 でありまして、ま Tご確定は

致して居らないのであります。

共鹿で地方木材令祉を結成す る前提行筋と致し

まして政府は名r!f 探に生産の 中核韓、すなはち地方

木材令ilit の中核慢になります所の生産令祉を結成

きしてゐるのであります。只今の所全岡約 160 ぐ

らゐ の生産中核鵠が出来る激定になってゐる ので

あ りますが、此の rf1核盟主 11ヨします のはやがて地

方木材令祉に吸牧合併されるものでありま して、

地方木材令祉の中核をなすべきものTごといよ、立味

から中核盟主稿してゐるのであります。 その中接

関の結成主致 しまして は各!限ー闘を ーっとする令

祉を つくり、そ の牒の木材生 産 配給の統 ｴｬｪｬｊｾ 行ふ

E共に、鯨の事情に よりまして はその牒の 中を幾

っかに別けまして、その流域、或は地理的の関係

正いよ、やうなこ左右?考感致 しまして幾っか合枇を

つくって行〈、 かう いよ、考へ方であります。

ｾ Ｎ ｾ の 令市 ｦＺ はど うい よ、ことを行ふか ￨ ｦｬｾ しますと

その令枇はその地区内におきま する所の木材 生産

をー乎に行ふ とい ふこ主が原則であります。従来

の木材業祉、或は製材業者を全部整理統合致しま

してその合祉の中に吸牧致し 、その合祉の仕事 と

致しま して木材の生産を 一元的に、或は包括的に

杢商的に行ふとい ふことが目標になってゐ るので

あ ります。 しか しながら直 もに 左様なこと の出来

ないも のに劃しては各製材工場、或は木材の生産

を行ふも のを して共れ等の仕事を代行させる、或

は利子ヤをつ くりまして、 その組合によ って生産を

致しにものをそ の地方令ilil 把 おいて全部統制し て

行 し か ういふこ主主? 目標に致してゐるのであり

ます。さう してこ の所謂地方合祉の 中核髄をなす

所の令市f:が日下各地方に結成されつつある E いよ、

のが現欣であります。

期¥i 行陀主J しましで は E うなるか と巾しますと、

泊投すなはち木材の配給都市l亡到しては生産地方

色同 じや うに荷受配給令枇 といふも のを結成致し

まして、従来の業者を全商的にこ の合祉に吸牧致

しまして、配給合祉の手を通じて各地方の生産中

核砲である所の千; 柿ij t 、或は地方合祉が結成されま

すならばその地方令よ り全商的に一元的に この都

市の荷支配給合祉が荷受致 しまして、 それをそれ

ぞれの必要箇所比重黙配給を行って行〈 、かう い

よ、建前K なっ てゐ るのであ ります。そして これら

の建前を賀行する上に就いて政府は勅令をまちま

して木材 ならびに製材事業の許可制を行ってゐる

ので あります。 即 ち木材統 ｾ ｪ ｬｊ 法 の施行され ましに

b丹 ! 日以前 3ヶ月の1m木材 業 を皆んでを りまし?こ

ものはその訴時届/ " 1' ，ること陀ょっそ木材業の許可

否?受けにものと宥i放される諒であ ります。然 しな

がら その営業は 6 月1日よ りl ヶ年すなはち本年の

5月31 日迄に限られてゐる のであり，まして、 5月31

日以後の木材の販ｾ 裁 は新 ｦ こ ｋ 許 可を 受けるにあ

らｾれは ｬ リ Ｑ 来な い、しかしてそ の新 ｔ こな 許 可は例

人の替業 には許可は致しませんで、整到l統合 しに

整理統合腫に罰 して 管業許可を輿へると いふこと

になってゐるのであります、であ りま すから 言ひ
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換へますならば都i ll の木材業者を整理統合致 しま

して結成 される間の荷受配給合11止にのみ木材の管

業槌をwへるといふことになるのであ ります。

良IJ ち本年 5 月一ばいlてお いて 個 人 の 管 業 を 全

面的に この荷交配給令祉に吸牧 してし まふ とい ふ

ことを目標と致してゐるわりであります。そこで

大阪におけるこれらの仕事の進行はどうなって ゐ

るかと申 します と只今迄大阪の木材業者を中心に

致しましてその合前t結成の研究を致し一つの成笑

を得? このであります。その成案に基いて只今では

その荷受配給合j仕を結成す るスグ{ トを切 る所迄

参ってゐるのであ ります。その結成要綱は大韓大

限の木材の取扱長を 500 高石 と見てをります。従

来大阪における木材の泊費量は大阪よ り他に出し

てゐるものも入れまして大韓 7 百高石ぐらゐであ

りましにが、これ? ごりの数量を将来大阪で確保す

るこ主は困難でありまして、約 5 百高石主い」、の

を目標ーに致 してをります。 然 しな がら この 5 百

高石も目標 でありまして 、賞際はこの 5 百高石の

木材が大阪に来る とい よ、 こE は困難であら うk い

よ、風にわれわれは考へて居るのあ りますo ! : 申し

ますのは産地におきましてはそれぞれの企業を整

備致しまして 、中核穏である所の各府腕の令枇が

生れますが故 t亡、その合祉におきましては犬髄に

おいて生産 される 素材をこなすに足るにけの製材

設備をもち 、又 その生産 されにものは直接消費者ー

に渡るれ 、ふ傾向は瀬幸子であり 、叉さう行くべき

筋合のものとも考へられますので 、従ひまして大

阪の木材商のご 主〈 集散性を利用致しまして木材

管業 を行ってをつ仁左いふ部商の仕事は極めて少

〈 なりまして 、 大 阪 市において宜 ｾｉ ｾ Ａ て 需 要 する 霊 Ｚ

の範囲以上を出て大阪に木材が入 るとい よ、こ主は

期待出来な いのであります。さ う考へますと従来

木材業者の数tまあまりに過大でありまして 、木材

業者 として生存生活するといふことは恐らく困難

になって参るが故に、いづれ においても 整理統合

は必然的に行はるべき朕態 にあるのであります。

そこでこの荷受配給合枇はそれら の木材業祉を

一元的に配給合祉に吸牧致 しまして、市内 に数百

ケ所の配給所をおき木材の配給 ｾＱ ］ｪ 1、、又一雨に

おきましては主要地黙に方商倉庫をおきまして 、

その方商倉庫から配給所に返 り、 或は叉直接泊、費
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部 l面f亡流 して行〈 、かうい よ、 j武な考へ方であ るの

であります。さ う致 しますと 只今大限における木

村 従業 員 は 約七千名以上ご 5 いますが、これか

約二千名に整理されるといふ同校ーになってゐる の

であります。しかしこの計棄は一つの完成きれま

しに所 Iの形でありまして、 直ちに令祉が結成致さ

れますと同時に従来のノj 、買業者がその 日において

仕事をやめると いふ風 lては行かな いのであ りまし

て、恐ら くその合祉の機構が漸次整備を告げる迄

は従来のノj 、買業態、或は各組の段階と いふや うな

ものは存置しておかなければいりな いのではな い

か、かうい よ、風lて考へてゐるのでゐります。行〈

行くは今申上げましにやうな形に整備統合をして

参る とかういふ謀であります。

共底でそれらの形が整備致されますと政府lとお

きまして主要木材に封し配給計叢 を樹立致し、建

築材はどの方!百に どのくらゐ、或は包装用材ー とし

てどのくらゐ、パルプ材としてどの位、 或 は又造

船車輔のm材 としてど のくらゐ 、主 それぞれその

数量を基礎と致しま して配給計垂 を立てそ の配給

計霊 に基づ いて 生産地の中接轄に到しまして生産

制首を行ふのであ ります。 更 にその出荷割首を行

ひまして其の内大阪 にはどういふも のをど の くら

ゐ送 る主いふ計霊 を立てそ の数量を大阪にj Sって

参 ります。さ うし ますと大阪 lておきま しては大阪

の合j仕は政府の配給計・査に基 きましてそ の逸られ

にも の をど こ に幾らどこに 幾 ら、どこに 委ｾ らとそ

れ ぞ れ配 給 ｾ致す 、 かうなりますと 一 般民 需 材、す

なはち只今/J、責業者において取扱ってゐる や うな

木材は非常に減少設して参ること は確かでありま

す。一つの計蓋配給 になり去 すから豆黙的の配給

を行ふと共 l亡、又泊、究部商l亡到する組合陀到して

配給して参る 、か うい i 、ことを目標 と致さなけれ

ばな らないと存じますが故に、小口の木材説要者

lて釘しまする木材の供給は非常に減少して参る の

ではなから うか、か う考へるのであ ります。そこ

でこの配給機構が整備する k 共に、 その配給すべ

き木材を受 けるべき方面の整備も必要であるので

ゐります。そ こで大韓その受りるべき方聞に釘 し

ましてはそれぞれの従来の工業組合 といふやうな

ものがごまいます ので 、それらのも のを封象主致

しまし て漸次大 口配給? ? 行って行〈 とい よ、乙と に



なる Tごらう左思 i 、のであります。

以 上 申 上 げ ま し に事 が 大 韓 木 材 統制 法の狙 ひ 所

であり 、更 に 又 将 来 運 営 さ れ る で あ ら う所の 形 で

ゐ る の で あ ります。 唯 こ の 統 制 法l亡お きましでも

先程の御講演にも ごｾい ま しに や う に能率を 上 げ

て 生 産 す る といふこと〉、 共 の 生 産 さ れにも の が

最 も 能 率 的 に 重 黙 的l亡配給 さ れ て 行 く と い ふこと

を 狙 っ て ゐ る のであ ります。 然 しな がら これら の

防 火 ・ 防 空 の 完 霊 へ

機 構 が 整 備 さ れ る 迄 の 切 換 時 に お き ま し て は或 は

若 干 の不 悶 滑 と い ふ や う な こ t が 起 る と い ふ こ と

も 菟 れ な い 所 で あ り ま す が 、 そ れ に 到 しまして禽

全 の 策 を 講 じ て行 き にい、 lll:.様l乞 考 へ て 居 る 諦 で

あります。

極 ! 大 轄 で あ り ま す が 以 上 木 材 統 制 に つ き まし

て 概 略 併 設 を 巾 上 げ に 次 第 で あ ります Q

防 空 建 築 規 則 改 正 と

防 火 改 修 規 則 賀 施

4 月 ! 日諸行

わが図都市防空軍空策上の重要課題とされる木造建築物の耐爆化に閥し内務省ては更にこ

れを普遁強化する第預て現行防空建築規則の改正ならびに昨年末改正の防空法第五餓に

基〈防火改修規則の制定準備中てあったが、最近成事[ a ; - 得るに至ったので近〈公布の手

繍きを執ると共に二十五、六の扇自に亘リ内務省に全園 建築主任官舎識を招集、施行上

万遺i届なきを期し各鍛に亘つての指示注意を行った。

今回改正の防空建築規則は市街地建築物法第 11僚に基

き昭和14年以降企図主要38都市に貧施されて居るもので

あるが、その後に於ける各種貧験なぴに 研究の結果 と最

近 K 於けるポートラントセメントの不 足、或はまrr興資材

代用資材中優秀品の出現等の情勢に照 し一部改正を行ふ

もので、資材関係以外では特に構造制限が強化せられ従

来は鏑員 4 米以上の道路に面 した部分には適用されなか

ったものを改正規則では 隣地境界線叉は治: 路に商 した部

分が 6 米未満の場合は金制l適用せられ 、また火災時重要

物品を民主理ナる矯床下 Y亡煉瓦三平日土等 に依るー立方米位

の箆地〈穴蔵〉を設けしめる事等が新に加 へられて居る

更に今回新らたに制定の防火改修規則は同じく昭和 14年

度より金閣箆要都市に補助金を交付 して促遜を闘って居

った防火改 修事業を強制化ナ鎚改正防空法第第 Ｕ ｾ の Ｒ

1. 地方長官防空上必要ある時は一定の区域を指定しその

区域内に於ける木治建築物の所有者に封 し期限を附 し

て其の建築物の防火改修を命ずる事あるべ し前Z買の木

造建築物の範閣並に防火改修の程度及方法は命令を以

て之を定む

及び肉5僚の3

1. 前線第 1:項の規定に依る命令ありたる場合に於いて期

限内に工事完了せざる時、若 し〈 は工事完了の見込な

しと 認められる時又は建築物の所有者の申請あ りたる

時は地方長官は市町村 長 として建築物の所有者 ｲ｣Ｑｾ !J 

前僚の防火改修の工事を施行せ しむる事を得

の僚主民に基いて定められたもので構造的には防空建築規

則に規定せられたものより梢々緩和せられ、 また2分の l

の閣庫補助に依って市町村が建物所有者に工事授の 3 分

の 2 迄の補助を行ふこと L なって居る。

なほ雨規則は大俊4月l 日附を以て公布の猿定であるが

防空建築規則は施行地域を被大し現在市街地建築物法を

適用中の会図 ＵＴＳ 都市 に施行されるｾＮｪＺとなって居る。

しか して右規則施行と同時に資材胸係中の防火塗料、

木毛板等新らたに防火建築に用 ひられる事となれる新材

料規格も制定される。
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最 近 の 企 業 整 備 に 就 て

只今御紹介にあづかりましに大阪府鹿の記内で

ごｾいます 。本 目、日本建 築協合 主建材協力合の

御主催で私に企業整備問周について話 をしてくれ

ないか主 言 ｩ 、お話が過日ごｾいまし＿こ 。特にその

うちで木材関係の方面について話をする様に左

いふ風なお話があっ? このでご ぎいますO 然し私の

方の仕事の閥係 k しまして従来は木材をやってを

つにのでごぎいますが、最近木材統制法が施行さ

れましてからは事務の便宜上主主 して農務課の方

でやって貰ふこ主になりまして、私の方では木工

闘係、所謂工業部門主しての木材、木材からさら

に加工する部門まで の統制をやってゐる程度であ

りまして、其れ以外の苦手は良務課の井上技師の方

が精しいからその方にお願するやうに k 申土げて

お断り申上げにのであります。それではその方は

ｾｦｌ角主して 一般的な間関として企業整備につ い

て話を してくれないか k いよ、お話であ ります ので

共の事であれば私共日々の仕事主して首商やって

居り、直接今日お集りの皆さん方K 関係があるか

どうかと言ふこ士になると非常に疑問があります

が、? こ Y 我々首局のものとして此れをやって行〈

考へ方と 言 ふ様なも の をお話中 ｊ ｾ げて御参考 ｩ て 供

することにしにい、かやうな考へ方のも とに今日

のお話をお引受し＿二次第でごｾＮ ｾ、ます。

共ういふ意味合でー鳴受論主しての我々の考へて

ゐる所ま? こ今政府が狙ってゐる所がどういふ所に

あるか 、それをもとにして御自分の仕事について

此れがどういふ風陀今後なって行〈か主いふ事を

御研究願ひ Tこい 、 此様に存すもる次第でございま

すo

最近企業整備といよ、言葉が盛んに伎はれてをり

ますが、この内容は色々ある諜でとぎいます。然

し その窮極の 所は何かと ＱＱＢ しますし 今津山 ｉ ｌｦ ， ｾＵ

立してゐる企業主を整理して管業者を少くする、
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言E 内 角 一

工業者主いひ 、商業者主いひ、或は請負業者主い

ひ、かういよ、商買の方が極めて多いからこの1設を

減らせる といふこと に結論的陀は輩きるのではな

いか k 思はれる のであ ります。?こ Y 何故さういよ、

風な業者の数を減らせるかといふことが色々議論

の介れる所でありますo 場合によ って は染者ーを減

らさなくてもよいではないか、減らす主なればど

ういよ、方法で減らすか、何の目的で減らすのか、

等々色々問周が起きて?/Eる謡であ ります。

其鹿で大 まかに申上げまして企業整備は何のに

めにやるか、何の? こめに人を減ちすのかといふこ

主であります。1止問で、或は政府の方で企業整備

をしなげればならぬ主いふこ k をいってをります

内容を大きく令けます主二つに佼けるこ主が出来

る主恩ょ、のでめりますD

一つは従来の企業の能率ｾ｟｟｢げる、現在の決戦

間f l ; 1 j 下における日本の経摘をうまぐ運行して行〈

鴛陀全入、 全企業が閥家目的に全力を費抑出来る

様にする事であります。之が烏 lては唯今のやうな

ｪ 佐立 ｊｖｴｦｅ ではいけなし｜これに 一 つの規律 ｾｊ 起へ

る、 t: ' > 従来の業者をそのま〉にしておL、て規iit

ｾ興へ ＿こ のでは何 ｴ ともなりません 。 皆さん御作Ｍじ

の過 ち防会古〈から統II ;l J経簡と いふこ主が言はれ

そのｾｦｌ色々な方法がとられまし＿こ。所が其の結

果どうかと申しますと少しも賃績が上ってをらな

い、此れはなせ' か、結局方法は色々乎をつ〈 して

見るが業汗の数、企業 の主簡をそのま冶 l乞してお

いにのでは幾ら統ilmをうま〈やらうとしても共庫

民自ら限度があるのであります。自然統制をうま

くやって行 〈、 それによって日本の戦時粧州を最

も理想的に動かして行 < ｴ こめには企 業の 整備 ［［ｾ ｾ

のj取を減らせると いふことが絶'f {i 7.: 必要t:: e いよ、

ことになる 認でごさ'い ます。 即 ち 日本 のliit 時経怖

を運行する上において日本の総力を奉げる意味に



おいて企業 の整 備ど い よ、こ ｅ が一方 ｾｃ ｴｯＭｾ 、 て考へ

られるのであります。

もう一つ の大きな主主味は企業 主? 整備する こ主 に

よって業者が生 きて行げるやうにすることであり

ます。御承知の通 り戦争になりましてから戦争の

方商に非常に資材がいるやうになり 、直接軍需に

関係 しない方面の生産が非常に減って来てを りま

す。自然それを原料主し、材料 k し、或は商品 E

して仕事をやって来てゐる方々の放ひ高、生産量

それに反映する儲り主いふものが非常に少くなっ

て来七、か うい よ、}wHc1iitl げの少 〈なつにi授は 、昔

の{ 必の人IUJ がそれに| 剣係してをつにのでは皆んな

が共倒れになって参。ります。物の盟 E5な時代にお

いては競争といふこ主 に よって、所調自 Ell な営業

に よって個々の営業が うま く 行 弘 日 本の能的色

しても少しも 道支へない‘ 所が戦争とい」、大きな

事件が片 一方に起きてゐる時代におrいて は一つの

無駄がゐつでも いりな い。又放っておーいては総て

の ものが潰れてしまふやうなやり方をして] 返って

は困る、又胤係 してゐる染者の方j白から いへば、

今まで の如〈物が盟宙 なI時代には算盤が合ってゐ

7こ仕事も 、物が少〈なれば算盤が合はなくなる 、

さうすればどうしでもそこに競争が起るからか互

に1I会ふか喰はれるかの争ひを しなければならぬ 、

所がそれでは共倒れになってしまふ、 この共倒れ

を妨( ' cい」、: な味が一方lとめる詳でゐ b ます。. B! 1l

ち此の事は業者から ｲｬｾ 上げます主 、 自分達が主 κ

角何らかの方法で放はれ? こいとい」、;ぷI床の企業の

統合でゐ れ こ れを 隊l 家主 いふ立場から見ます

と業者 を放」、こ主 によってh刻家の治安が維持され

主同H寺に必要な e数量Tごり越して行〈、この意味が

ある講でご 5 います。今迄の考へ方から申します

と千平日産業主 いふも のは不必要にと いふ こ之 が常

識になってをります。

それでは平和産設 E は何か 、不，J 産 業 E は何か

といふこと にな りま すが、こ れも量の問題になっ

て来るのでありまして、出山ある平和産業は必要

はない諜で ゐります。所がこれが段々減って来ま

して、す・っと少くなって参 ります主今度は それが

必要に なって来るのでめります。即ち津山はい ら

ないが少しは L 、るといふ産業が殆どの産業なんで

あります。

例へば最近はタj 符iliJ J度にな りましにが繊維産業ー

などは一般に整j撃品ま いはれてをります。 むから

賞燦品の範囲 K 止まってゐる時には い らな いので

ありますが、それがTごんTごん減って来る t これが

必需品になって来るのであります。或る程度まで

は維持 しなげればなら ぬ。所が昔のま 〉に競争 さ

せてお 〈と 維持が出来な くなりま す。勢ひ教を減

らして行かなければならぬ 、然 し無 〈す る認には

行かな い、それでは E ういふ人 を残 しどうしづ、人

にやめて貰ふか、 これが又t企業整備の大 きな問題

になって来る諜であり ます。

繰返 して 申上げますが企業整備主 いふことは総

力i散を遂行する占において能率をよくする主いふ

大きな目的があ りま す。同時に商品或は材料がな

〈なって来? こ事に陪じて閥係業者・をいかに維持し

て行〈かと いふ献でゐ ります。

ｾ Ｇ ｾ そ れ に附随 しまし て現在日本は戦争を して ゐる

にめに有力な労働力を戦争の方へ左られて行〈、

勢ひ怯i内において苦手働力不足主いよ、問題が起って

参 ｢ ます ｯ 戦前に はうた染問調が位ＺｗＭｾ事げ ての大

きな問舗であ りまし 7こが、今失業問顕に陥んでゐ

る闘はほんの指を教代る程 しかない、結局入手が

足りな い、こ の入手をど 己から出すかといふ こど

が問調になって来る詰であります。勢ひ只今申上

げ ましに企業整備を中心K 整理されに産業から も

って来なければならぬ 、これが企業整備の附随的

な効果になる認でめります。然しながらこれはあ

くまでも附随的な効果でゐって、労働力を出す Tこ

めに企業整備すをる主 いよ、風なこ とは第二、第三

の考へ方でゐる と我々は考へてゐる 諦でゐ りま

す。

共鹿で話を元に民 しまして可能率を上げる 、総力

戦をするにめに企業整備をする主 いふのはど うい

ふ意味があるか 、又ど うい ふ目的があるか 主い よ、

J l 髄的な間聞にな って来るわけでありますO これ

も向業の部門主工業の部門主に よって自ら 事情が

泣って来る Tごらうと思ふのでありますo 又その関

係 してゐる 産業の日本の経梢における地位主 いふ

ものが影響 して来る認であ りま す。例へば機械工

業の整備 といふこ E が今盛んに極はれてをります

が 、この機械工業の整備の意味は一つは先程申上

げましにやうに悪い機械しかっ〈れな い業者即ち
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機械設備が悪い 、技術がない、さういふ業者lとや

めて貰って良い品物がつくれる業者Tごりを建して

今迄悪い機械 しかっくれない業者に配給 して居つ

? こ錨材を良い機械がつ くれる工場に廻 して行き 共

れによって乏し い錨材を節約する 同じ分量の鍛材

でより率的な効果を奉げる主いふ目的がゐる課で

あります。即もそ の意味において整理する工場 k

残る工場とをより令げる、これが一つの企業整備

の目的で ありますo しかしな がら唯単にそ れTごり

の問題ではなく、日本の機械工業は戦争主 いふ大

きな 需要の にめ K 幾ら機械を浩つでも まTご足りな

い k ｾ＠ 、」、事情にあ り、 そのにめには猫の手を借 り

て* ても物をつくらなげればならぬ きうする主例

へばこ〉に 100蓋の機棟がゐって、あと 二、三基の

機械を据付ければ非常に良いものが出来るのにが

二、三基の機械がないために良いものが出来ない

きうなる主そこへ錨を配給するのは悪いも のを排

へさせる や うなも のTごか ら、此れはやめなげれば

ならぬ、これが普通の整備の議論にな る諦であ り

ます。それをも う一歩進めてゐ主二、 三基の良い

機械を据付けてやって良い機械を捺へ、さし? こら

どうか、良い Ifi!1物を搭へる や うにし? こらどうか k

いふことが問顕になって来るわけであります。

共虚で現般の ままではrl ! k な技術もな い、磁な品

物もつ〈れないやうな業者ーをおｾして行〈よりも、

これ らをも り立て、立汲な品物が出来るや うにそ

れらのものを寄せ集める、さ. うする k 甲は或る機

械がな い需 に 良い 品物が出来な い、所が乙はさ

うい よ、巾のも ってをらない A J: いよ、機械はもって

ゐるが、 B といよ、機械がないから良い品物が作〈

れない‘ かうしづ、中途半端な工場が津山ある詩で

あ りますか ら、 その中途半端な工場が三つなり四

つなり 一緒になるとーヴ二つの或る程度優秀な工

場が出来上る 、きういよ、風に能率の惑い個々 の工

場を集めて 一 つ の優秀な能ｾ の いい工場 ｬ て趨めて

行〈こ主が所謂企業の統合と いよ、一つの大きな目

的であ b ます。

皆 さん御承知の通り昭和 2年を境 k しまし て金

融恐慌が起り 、 その後l昭和l 6 年をどん底に しまし

てi l l : 界的な不況がごぎ.いまし 1: 。その首時から商

貨をやって居られ? こ方はその際非常な御苦心をさ

れにこと、思ひますが、その時の不況切抜げの方
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策として色々世界を拳げて、研究もし議論もされ

に課でありますが、その際採られに一つの大きな

運動が所前産業の合理化と いふこ主であります。

即ち個々 の企業韓について出来るにけ無駄を省い

て能率をよくするとい i 、こ主であっTこのでありま

す。所がその時の能率をよくするとし、ふことは唯

事に工場内の能率をよくする主いふことであつに

ので あります。 日本がその筆頭でありましにがそ

の昭和 2 年から 6、7 年にかげでの一番不況のど

ん底において各工場、鱗山、商庖 k いふものがあ

らゆる努力を梯って血の出るやうな努力をし自介

の胞が生き て行げるやうにしにのでありますが、

その結果が産業の合理化 となって来て、日 ;本が今

日世界を相手に職争をして これにり やって行ける

といふ余裕をも ってをります の もあ の官時の徹底

的な合理化整理主いふこ主をやつにお峰でありま

す。

所がその合理化れ、ふことはその昔時衛艇験の

j i J i りに唯、思陀或る合祉、或 る工場内部の合理化

に過ぎなかっ?このであ ります。然しその営時は自

由経桝の時代の問題でありまして、合理化陀よっ

て生きのびょう色、合理化をやらないにめに早〈

潰れよう k それはお互の自由気俊な時代のことで

あっ? このであり ます。唯皆が一人でも 多〈 、一刻

でも長〈生きのび? こ い、自分の工場がt貴れにく な

いとい ふ附係でお互に協定を し合って無駄なー競走

はやめよ う、 或は共同で仕事をやって行か う、 或

は販賢悦格を協定するなどの色々な方法を主って

来 7こ、同時l亡自令の経母語内部における工場の合

理化、経費の節約と いふこと に努力 して参つにの

であります。即ち昭和 6 年前後に出来? 二重要産業

統制法といよ、法律を中心| モ色々な合理化運動が行

はれ?こ揮であり ます。そ れに臆じてカルテル、 ト

ラストといふものが次々に生れて来? こ語でありま

す。然しこの時代は繰返して申上げ ますがあ く

迄も側々 の企業が成立っ て行〈主い ふことを前提

にしてその純図内での合理化l亡過ぎなかっ ?こ ので

あります。所が最近のやう IZ: :Vc戟髄:l i IJ ｾ亡なって参

りますときういよ、風な個々の企業煙内部の合理化

k いふこと? ごりで はこの戦争を遂行 して行くこと

が出来ないと 言ふことに なっ? このであ ります。

即ち戦争は岡家主闘家主の戟ひであります。翠



にそれが 日本内地だけ の企業主企業の午= ひではな

く、叉米英の企業と 日本 の公主とのqi' ひでもな〈

米英と日本と の戦争となり、 その時ひは金主と 企

業 e の戟ひより はもっ と深刻であ りま す。問をJ繋

げての ｲｾ ひと 言ふ ことは その同 Ｑ Ｑ｛ 於げる生 産 力を

一番多くすると 言」、事 lてほかな らないのでゐ りま

す。共の ?こめ lては今迄のやうなイ11，1々 の企業盟内部

の合理化 ピけ では目的が達せられない 、 此れを ｊ ｾ

髄的f ' [ _ ｾＳ 上 げ ますと ｲｰ の工 場では Ｑ ＰＰ のさ ｉｾ 産が 川

来、乙の工場で は産業主＿合理 化し＿こにめ に Ｘ Ｐ のｾＺｪＮＺ

産が出来、丙の工場で は30の生産が出来 ると しま

す。 その三つの工場陀到して全能力の午ヂトしかな

い材料を供給 して今迄の笠宮はか、 或は平等 とか

いよ、比率で もって 生産 させますと合計210の午介、

105の生産 じか旧来ません。 所 が これを巾 の工場-

r けlモ集中して生産 させるか、 或は rp f 乙の工場

Tごりに集中 して生産させると 、同 じ原料であ りま

しで も従来 105であつにものが 130にな り150， 180 

にもな れ 場合lてよっては 200 の生産が川来るか

も;1: nれません。即ち その産業において、 最も能率

的 な生産方法を? とるにめには今迄のや うな工場内

部での合理化で な し 合 主 査簡を徹底的 にr'} 検討

して捨J 11¥するのでなければ能奈がJ てらな いと 言 ふ

こE が考 へられる のであ ります。 即 ちょ仕経験し た

所 の産業合ＺＸ ＱＱ 化 でな 〈只今 の 合 ｾｓｬ 皆怖と言 ふこと

は新しい芯: I ] ; j ミの戦時絞桝下lて?っーける 産業の介理化

? ごとい ふこと が 生 産 部 fl ;Jにおいては言 はれる訴

であ ります。 しか も 共 の 合J浄化 の方法と しても

共底か らはみ問すべき 産 業 iてますし でもこれを拾

ひ上げて、此れに力を力11へて行かなければならぬ

その 力を加 ｬ へるにも ＱＱ 佐力を ｾ ｉ ＢＢ せ といっ Ｗ こ のでは 川

ませんからやは りこれ{乞或 る粍度のメスを入れ、

剥 L 、もの同志を一章者に集め て散は u しろ少いりれ

どもも っと能率の い〉 工場! と仕上げて行く H 、ふ

ことが必要になって来るのであります。 これが工

業方面の企業整備の主 fこる 11的になる 識であ りま

す0 ・勿論同じ工業 lてしまし でも例へば今迄餓瓶と

か鍋援を折へてをつにとか、或はほの 1mの世物密

彬へて居つ? こといふ風な所前肢と[1' I亡I#?，J日系のな い不

急Ｚ産業の 古 官 門 におきましては 、 此れＡ と［ｦ ￬ ，ｾ 、 鋭 、 ア

ルミな どの重要な物資を配給する訟に参 りません

から 、自然 これらの工業をやめ さしてしま ふ、こ

れも 一つの整理であ ります。 さうなると今度はや

めなりればならぬ来: x - をどうするか、所前失業救

術 、 ｾｩｗ［ 業 Ａ 喪主封 策の ｬｩ｜ｊ ｗｩ が起る わけであります 。

そこでそれらの業1? を平国産業医科i換させる とい

ふ ことが考へ られます。そ れも 11日一λill ' L111，1人々々を

特設 させ る、或は軍需産業に枠換させる といふこ

と は到底 ｾｾ ｉ しい問 題で 、 結局 そ れ らの 連 中を 集め

て共同的に特換 させ ると いふこ とが考へられるの

であ りま寸。うと説 1/;.1てげに業界全協 としての能率

をよくするといふこと はI.. J じI品目、同 じ機械、同

じ ｦＡＷＱ 物をつくって居 て、 ＴｴＺＭ も｝ ｾ鹿 に技 術の優劣が

あるといふ場合の例でありますが、只今の例は品

物がj主ってゐて、しか も一方の l1111物 は戦争には必

要な いからやめ させ、 そのやめにilir l..l ｾ集め て他

の品物をつくるやうな 方法を; 持するる、これが第二

の場合の企業整備の問問であります。

もう 一 つの例は結局 ，，ｾ Ｈ換 も 出来ない 、 ｲｰ の品物

から 乙の品物を つくるや うにかは ることも出来な

い、然 しなが ら 日本の 産 来 もいうま でも戦争ば

か りではない 、戦争} とは どうしでも勝? こなげれば

ならな いからそのにめにはすべてを犠牲に しなげ

ればならぬが、 - -1こん千和 にな っ? こ場合にやはり

口本の文化生前 としての生前が管まれるや うな方

法を講じておかなければならね 、 そこで今敬三Fこに

必要fごからといふ ので全fmこれ をJfJl. 上げて しまっ

? このではその産業は完全に出・れてしまはなければ

ならぬ 、それを 幾分な りと も保存する 芯; 味 で根Tご

けは i1; かしておく. と 言 」、事も必要に なって来るの

であ ります。即ち京都 その他の方町にお ける技術

保存 の ｦ こめに或る程度 の産業主 ｾ ｩ ｆＡ ｕ 守させると いふ

ｉｩ ｾｪ 聞で あ りま す 。一 昨年 祥｛多 ｲｒ ｬ ｦ＿［ 止 令がＯＱ｜来まし

て2を1平Elul は五色主J につくらせないといふことになり

まし?こが、結局京都の凶陣綴織 といふものは或る

純度まではつくらせるといふこと に致 しましに。

又畑、ア ルミな ど本官';1亡戦争 lて必要なものでもや

は り技術保有の立味にι・い て或る程度の原料を配

給する とい よ、方法をとってをりますのもそのイ列j

であります。然しその際と ヤへ どもその少 〈なつ

にH' Cj 品で今迄lぷ] 係してをつぶ染者ーが全部食って行

〈課1'<: は行かな いか ら、こ れらの業者ーの うち jr;ij首

な人に? ごり仕事を櫨ifHさせる といふ のが又一つの

公設整仙の仰j であります。此 れが商業部門 になっ
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て参りますと非常 lモ注って参ります。まァ配給部

門につ いていへば、皆さん御存じの jffi り商業無則

論が起り「生産者ーから泊費者べ」と いよ、モッ トー

があります。即ち商業が果しているかど うかと

いふことが謀本的の問題になって来る詩であり

ます。所が多数の人が一方に ゐっ て生産を し、多

訟の 人が一方 lとあって消費をするといふ場合にこ

の多数の生産?i' と多数のが10(";'{' とがι 接ー取引をし

ろと いってもそれは不可能な事でみ りまして 、や

は り共鹿に中 1mにあって中継をする 人がなければ

い けな い 詩であ りま す。そ の中植をし ｬｾ 吹をする

仕事をするのが商業でありますの所が消究者な り

或は供給者な りが数が減って参りますとこのJ良次

の必要がな 〈なって来ます。{yl Jへぱ大きな製餓所

と大きな訓告所との聞の 設の ｊ Ａ ｾ 引とい ふ ものは何

も銭屋; さんが間 l亡介在 しなくて も道支へな いので

あります。誰が級をもって居るか、 どこ に餓が必

要か、誰が銭を欲してゐるかと 言 i 、こ E は、はっ

きりしてゐる 認でゐ ります。

今度は: 逆に米の例を市上げますと搾山な 百姓が

ゐて米をつ くる、それぞ津山な消費者が例人々々

で百姓から米を買って来ると いふことは殆ど望め

得ないことであります。やはりその聞にp J j 人を介

在させなければならぬ 、所が原材料が減って来て

生産される商品が減って来る 、その? こめに泊費の

統制生産の統制、配給の続il; 1 J といふことが行はれ

て参りますと需要者の立場も 供給者の立場もはっ

きりし て参 ります。すなはち今日の日本の経済は

物動計主主によって動いてゐるので め りますが、そ

の物動計主 とは何ぞやと巾しますし物を生産 す

る人をはっき り掴へて どの工場では幾ら物が出来

る、 どの工場では どうい ふ品物が幾ら いつ出来る

とL、ふことをはっ きり させ、一面ではそれらの生

産される商品、材料を要求する需要者が何 人ある

か、共れがどこにゐるか、何時必要かと いふこと

をはっきり させる、 これをびっ? こり幸古びつける こ

とによって始めて物動計輩が国滑K 動 いて参りま

す。こ れが出来てはじめて日本の経桝が、動 いて

参る詩であ りますが さうい よ、風な色々な方法でも

ってはっき りし て参りますと必す しも商業平千がそ

のPtl 1f r C 介在して品物をもってゐる必要がなくなっ

て来ます。む しろ陶業者を介在させるこ とによっ
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て、 そのmllc一時でも r吊物が停滞すると いよ、不利

不便が生すＧる場 合が ｛ｬｦｦＺＯ ｾ 起るわけであ ります 。 し

かもその商業者の数が非常に多い、此れをその ま

':> (としておい fこのでは停滞する時聞が長 〈な る、

停滞する場所が複ｾ， Ｑ ｛ に なると い よ 、 事にな り ますの

で、 これを ー ケ所 l亡集めて生産なり配給な りのH日

の仲立をさせるといよ、必要性が強 〈なって来 る詩

であります。. I T 1 l も皆さん御仔じのこと〉思ひます

が鍛にしましでも石茨 l亡しましT も、 ま?こセ メン

トにしましでも 、あらゆる商品の配給部門が、特

l三大主的に布から左へ材料を扱って参る所の卸貰

部門の載において統制が極度 l亡行はれてゐる こと

は御承知の jffi りであちます。

卸尽 きん の統合が盛ん! と行はれ、配給統 治Ij 令制:

が焼ん I'L: I-f - l ，来るといふこと は配給励j係の 問沼を期

するといふことになる諜であります。共れをやら

なげれば却って配給経路が観雑になって参り ま

す。統Ｚｉ ｪｬ Ｑ といふこ主は出来る ｾｬｾ り簡単にする ｅ い

ふ ことで あっ て、事務が煩雑であるといふこ主は

戦争の目的陀ー蒋合致しない課であ ります。そ こ

でj 平山の; 機関が中間に介在 して事務の煩雑能率の

低下を来してゐるのを救iTTする ために一つの統 ilii 1

f洲吐が出米て列f る謀であります。

H住現貨の問;回 として色々な統WI J 内祉が出来ると

よく能率が悪〈なるといふことがいはれてをり ま

すが、 これは豆11論と 宜ーl祭との食注ひといふことも

あり ませうが、ーには統Hl iJ Iて協力する方々がそっ

ぽ向いてゐると いふことも大いに影響 して来てゐ

ると考へなげればならないのであります。やは り

この傾向として統制が行はれ生産油資の数5.がは

っきりす ればす る程il.l nnの却費部門、配給部門の

役割が段々減少 して来てその必要性が薄 〈なって

予 ｦ ｾ る。

自然こ、に商業部門の整理主 いふ ことが問顕

忙なって来る課ーであります。その整理の方法 とし

て色々な配給統制令j仕が出来、木材については木

材統制l合祉が現在中央・にも出来てを りますが各府

腕にも H叫《てをります。

此れらはーにその11，r! の事情 K 則 ってそ れ即臨 し

て新し い芯味において1-1¥来 て ゐ る わ け で あ りま

す。唯遺憾ながら現貨において統制合祉が出来る

と能率が必〈なる と一弥岐に いはれてを りますが、



出来＿こ詮 ｾｦｻ｡ｾ 見て批評を 下すのはかはいさ本 質 ｬ 乞

うであ りま す。やは り事 JY主に慣れてうIEれば物事は

動 いて来る: j J } ーにな りま すが、更!と共れに釘して各

ｉｾ ｍ 係の 主将の方々が自供 、 建の立場が どういよ、 ｪ 具に

鑓 り つ〉ゐるか 、統制 によって い かに影 Ｎ ｾＦｽｾ されな

りればならぬかと いふ こと をよ く頭において統-;j ;IJ

令i! 止に協力すると いよ、心がなげればいけないので

あります。ともする と合iJllが出来 Tこ1誌に自分誌の

ｮｾｪｾｾ がなくなっ＿こと い ふ風 ｉ ｃ 考 へて［ｦＹＱ ｕｩ ｩｕ 令 ｩＡ 止に反

1討するといふ傾向がありますが、此れは大経なHH

泣ひであ りま して、情勢が縫って主主1 ) ｉｨｾｪ 貨がなく

なっ て来 ＿こか ら こそ統制令 ｩ ｾ リ ーが必 要 になって う ｉ ､ こ

詩であります。それぞ統 ｩｬｩｬｊ 令 Ｑ Ｑ 止が ｬ 北米＿こ ｲｾＱ 亡 ｬＺ ｲ ￟ｾ

治 ｴ なくなっ ｔ こといふ ｪ 試 ｾ￫ ｦ￐ ｾｩＧｙＨＺ することは Ｉ ｉ Ｍ ＺＧｉ ［ ［ｾ な ［ｾ

りであります。

もう 一つの例 はノj 、究部門の巣ii でゐります。 これ

は持さん方にはl U 接闘係があ るかどうか はわか り

ませんが、例へば皆さんの身選の! 日j矧として一昨

年米屋 さんの企業統合をし まし 7こが、これは米が

なくなっ? こから企業統合をしにのではないのであ

ります。

同時にン1てきRも杭合 しまし7こが、此れはそ のおn-，¥:

Ｊ援が施主 ｊ 的になくなっ＿こ ＷＢＺ めも う ン ドｾｾで商業し

ようにも出来ないといよ、情勢になってをりましに

が米Ｆｾ さん はそれ程でもなかっ Ｗ この であ りま す。

所が津山 の米屋 さん をその ま〉にしておーいにので

は食へない人 と樺山主へる 人が出来る。

呉れでは 日本凶よ〈全閣を飢え しめない れ、 λ、戦

争にもっとも必要な大原則を絞ること になり 、ひ

いて は戦争 l乞負けると いふことになる、戦争 l亡負

りぬ? こめには岡氏 l乞平等l亡米を配給 しな りればな

らぬ 、 それにはあの乱雑な方法では いけ ないとい

ふ所から米の数量は全償問にはさう誠つて はをら

ないので あ りま すが米の配給を闘滑にするといふ

大目 的の7こめに業者' の整理を するといふことにな

っ Ｗ こ認であります。所が木茨は勿論 イ ｬ 司々 の泊先ｾ＼￭ﾭ

ヘオミ茨を関1' 1 ' } に配給するといふ目的もあ りまし? こ

が、同時にそれをやらなりれば木茨屋が食っ て行

りなかっ? こ主 言ふ事もゐ るi諜であります。そこに

米 屋の統介の問題 と決患の統合のnn題とに開きが

ある といふことをよ〈お考へ肌は なげればなら な

いかと 忠ふ認であります。

以上色 々な例を申 上限 ましにが、要す るに企業

の統合れ、ょ、企業の整備 といふこ とは何も整理の

ｾ［の整理 、 統合の震の統合 、 あ ｩ､ｬｩｩ ｊ のおの統 ｩ ｬｩ ｩｊから

生れ?こ産物ではな いので有 りまして、戦争と いふ

ものが一方[ 亡控へてを りi投手に! 絞っ ?こ めには何を

させておいても能率をよくしなげればならぬ 、組、

ブJ ;を事げなければならぬ総力念事げるにめには今

までのやうなイi日々 の企訟を針象にし ?こ;'0b!i IJ の方法

では いり ない、 それぞ れの企業を同家会鵠と結び

つげて今までの体統 とか、し き? こりと か長年の歴

史といふものを全部放楽 して、11英字目的の ?ご めに

全ブJ ;を搭げて力 を集中しなりればならぬ、共の ?こ

めにはいかにすればい〉かといふこ主が窮似の目

的陀なる諜であります。同時 Idi!'¥: 守 といよ、大 きな

治交のため減少して1 ，( 1 こ原材料、或は陪j 品を放っ

てゐるコ¥"1' i ーが、 その減少の「こめに利潤が少 〈なり

経営が囚日!I:! となるの で、それ らを救消するにめに

そのうちの何剖かは整理 しなければな らぬ 、こ の

2 つ の大 きな 目的から企業の整備 といふことが.

特に企業の統合といふこ 主が成んに いはれるや う

になっ? こ詩でめります。

然らばその方法 どしてど ういよ、方法を とるか、

世llJ iでは企業の整備 れ、 ふこと〉企業の統合 とい

ふこと を一緒にしてゐる誇であ りますが、 その企

誌の杭合の方法と して所詔有限合祉をつくる 、工

業小組合をつくる 、商業Ij、組合をつ くるといふ風

なことが盛 んに行 はれて ゐる諜であ ります。 此 れ

は何も有限合祉でな ければな らぬ、工業小組合 でー

なければならぬとし 、ふことはな く、 要 は今申上げ

に能率の増進 主線、ブJ 戟を殻揮する といよ、主ころに

狙ひ所がある諮でありますから、 それに合致する

方法であればその方法?こる や何でも差支へない詩

であ ります。然しなが ら永年やって をつに尚買を

抱? こなげればな らぬ魚、従来の尚貨に到す る追慕

の念 と中しますか、商費 ｉ ｲ｣Ｚ ｾｍ オる 執着 主将来 の 新

しい介野の仕事に均する布、安な どか ら従来やっ て

をつに仕事にこび りついてゐ? こ L、とし、 五、筑持が残

る諜であります。その心理はもっともな 心理であ

り、無理の ない心理 であるが、し か しな がら松守1:

といふ大き なものを遂行して行く Tこめには涙をふ

るってそれを突依 しなければならぬ、然 しながら

徒らに先 ｾｵｭ ＺｦＡ ｬｬ し に突 破し＿こ のでは 却って その関係
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の能率を阻碍 し、却って戟争目的に反するこ とに

なり ますから 、 その聞の調和1柴とレて企業の統合

とい ふこと を考へる とい ふ こ ともある詩であ りま

す。しかし小さ な小費屋さん、特に商業部門 lてお

りる 統合は或 る意味におい てはな味をなさな い と

いふこと も考へなければならぬ 、商業のや うな敏

速を要す る。

. 左から右へ物を動か さんならん産業において、

企業統合l乞よって深山の人が、そこ l乞頭を揃へる

とい ふこと は却って能率を阻碍するもとになる訴

でゐります。 小賀屋 さんに大きな親父さんが二三

人集ってやっ?このでは前j 費にならないことはわか

りきっ ?ここと であ りま す。 ?こY 同じや うなことが

工業部門につ いても いはれる課であ ります。今ま

での産業は多分?に自 fJ i主義的な考へ方のもとに育

って来?このであ ります から 、数工場を整理統合 し

て一つの工場に集めても 、共のnnf'L 一人の指導者

があって、共 の指導者が杢檎をもって運用して行

〈のでなけ れば、 その産業は岡滑には運行しな い

詩であ ります。その際 lて統合 しに すべての 入が俺

も 一 口 その中 ｬ て 入って ゐ るん ｴｾ と い よ、風な 気 持 で

その仕事に容味するといふこと になっ ?このでは仕

事は動いて行かす・、所謂舶頭多 〈し て舵山 に設る

のそ しり を免れぬ といふこと にもな るのであ りま

す。 しかしながらその間にあーいて業者の方 々が永

年の商買を拙って統合しに とい よ、ことに到する同

町!J も充令考へて行かなげればならす¥ そこにこの

統合の難 しい所があ り、 統合法嫌Tごといよ、議論も

出て司44器であ ります。然しながら難し いからと

か ｾ￭ ｴ ご からと い って放っておける事柄ではな く 現

在の如き大戦午: 下においては今まで余りに乱雑に

放任されて をつ に、 それぞれの産業に到して一つ

の規律を ，ＡＩ ｩ ｊ へ、能 互 与を稜揮して ｾＱＱ Ｑ ＱＱ ｬ 議 ｩ 政で な〈集

中突破で それぞれの経怖を運行し て行 くといふ? こ

めには 、 ど う しても物 の 不足と ｬｉ ｾｬ Ｇ み 介して統合す

るといふことが非常 lて必要 に な っ て 来 る のであ

ります。

?こY そのやり方、方法叉程度lて就いては 、 それ

ぞれの産業々々に謄じて考へて行かな りればな ら

ぬ 散 ｊ 足尾も 企 Ｚ ｾｾ統合して大きな ｪｬ ｬ ｔ に 一 軒 し か散髪

屋を浅さんや うに し?こ らお容さんが|弘!っ?ことか、

或は靴のイ断書屋 を往来から 一掃して企業統合しに

l v 3 6  

とい よ、風な ことを笑ひ話的に きく 場合があるので

あ りますが、これはたちJ 企業統合と いよ、名前に踊

らされてその目的に反する事であ りまして、 その

目的、その狙ひ所をはっき・り頭に入れて統合の

方向にl l ! 1 まなければならぬ、 その目的がはっき り

して来れば地は自らつき方法が自らつ いて来る と

思ふのであります。

我々が企業整備を叫ぴ企業統合をやって参るに

つ きましてふとんでもない誤解があっ? こりしま

すが、 それは世I l I lの人がやろからイ奄 もやらなけ れ

ばいか んのぢゃ ないかといふ考へから起る疑心暗

鬼から起る ことが多から うと思ひます。 それぞれ

の向貨の会野、 日本全閣の産誌における白介の立

場などをよ く御険討になって戴けば、 自ら常識的

なE同断 でもっ て解決のつく問題ピ!と思ょ、のであり

ます 。

我々と いへ ども決して統11i lJの?こ めの統11;1J、統合

の? こめの統合、 とい i 、風な ことは考へてをらな い

のであります。 必要のな い所陀不必要な勢力を抑

ふ必要もなりれば、又不必要な混乱を惹 き起す必

要もな い詩であ ります。TこY 御注意 を願ひ ?こい鳥Iー

は、我々が今 日迄に経験 し? こ例であ りま すが自令

の仕事が日本金悼の産業陀おいてど うい よ、役割を

占めてゐるかといふ こと lて到する非常な認識の欠

けてゐ る黙であります。親代々永年やって来?こ仕

事をやめると いふことは非常な苦痛でありませう

し、追慕の念に地へない感'1官ではあ りませうが、

然しながら自分の産業、自伎のやってゐる仕事が

結到に ー蒋良いものTごといふ風I' L 考へな い とい ふ

ことであります。勿論 それに全力を打込む? こめに

は自4干の仕事が一帯良いん?ごと い」、雌信を? も Tこな

ければいりない のではあり ますが、同時にそれ と

全盟主ｾ ｉｉｾｾ んで 、 日本 ｷｸ ｬ 全 Ｚ 髄 ＱＭＪＧ 亡戦争をやってゐる

日本全趨の産業 と11児み合せて、 自分の位事が果し

て現在、 或は今後の 日本の業産 lて絶i .Jf'L必要 なも

のかど うか、絶i .J 1亡必要でないとしてもどの程度

迄必要なものかと いふ判断を下 して行かなけ れば

ならぬ 、叉自介、の産業が果して整斑を受けなげれ

ばならぬものであるかど うか、整] : ! l ! を受げるにし

てもど の程度迄必要かと いふこと に射する正時な

判断が必要に なって来ると 思 ふのであ ります。

自分と いふ立場?ごりから見?こ産業主 いよ、事 l亡な



ると 、 その産業 ｬ て 封して自介といふものカ緑色 ｾ ｦｬ 亡

必要? ごといふ こk が考へ られるかも知れませんが

もっと p;I .!い立場か ら考 へれば思ひそドlまに すぎるも

のが ｬ 臨 んにし てある認であ りま す。ゴｾ り それに ｉ ，Ｇ ［ｊ

Wtされると川町1)ド?片言及のそ しりを? 免れないといよ、

場介が応々にしで あ る 詩であ ります 。 此 ＰＺｾ ｴ ［ の 引を

よく御注，むになってこの企業統イトの川町について

も待!J 善雌をお>>1J' i しにい 、かや うに巧へる 次第でゐ

ります。

以_ I -. 5R り槻りがついてをらな し、 かと思ひますが

1i': 主統 合について我々のー巧へてをりま す事 、今 みー

やって参りまし に経験全』: を? とりとめもな くあー話 rll

'"げ f二次郊 でゐ ります 、 これが少しでも 特さ ん 方

の御会考になればブ|ミ常! 亡まひ とイf- 号、るぷ; 郊であり

ます 。 ｾど ｊＮ -" _  )  

( 部i 1 ' 市は大附商工第二; 問 、

昭和十七年二月十 二 日 ｾ ［ｾｪ ｲ 立 法記 ｪ

大 ｊｒｴｮ Ｍｉ ｜地 下 、 生 産 力 断定へと飛 ｾｲＦ 的住民をして る時我 が建築界も並 行して共 のー令 官 ｉｈ ｊ として建没工事

氏名芸々 、 多 ｉ ｴ となりつ〉 みるが 、 統 ｈｩｬｪ ｾ ｬＺ の 他 は より 、 間給機椛 の 改 唆建築 資材需給 ｩ て就 し、て入手の方法

も囚郷複利多岐とな り共 の千 桁J て、配給機椛を明瞭にして令0 1付加E 便と する 釘 今 月 旋 は 資材配 給 機 構

の解説の4け可としまし? こ。

従って今慌 の ｊ ｾ ｲ ｩＺ 告 も 建 築資材名を示すものと して院合 Ｑ ＧＺＱ ［ え を摘［ ほする ＳＱ ー に致し ましに 。
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新興木構造の理論と貫際 V  

刊 架 構 の 選 定 ( 承前〉

( F ) ラーメンに依るもの

新興木構造に於て最も 4ふ長 とする所は、新手法

に撮る接合法を用ひて木造ラ ー メンを構成するこ

とである。

既 ｉ Ｇｃ ｾ萄ｾｉＧｃ於いてはｼ惨着法を利用 し て着々木造

ラーメンに依る構造が普及し、相蛍大張問建築に

臨用さ れて居る 。

ラーメンの特徴とする庭は教材を剛氏結合して

外力に抵抗せしむる骨組即ち梁叉は柱等を ー髄と

して外力 ('C抵抗せしめ

ゃうとする構造である

から滑節式骨組1"- 比較

して、 ラーメンの旋み

は遥かに少 〈、 E 部分

的に大なる的げモ ーメ

ントを生じない黙にあ

る。

然るに新 うし? こ ラー

メン構法は鍛骨或は鋭

筋コンク リート 構造の

みに服用せら れて、従

来の木胤:迭の手法に於

ては殆ど不可能とせら

れて来? こ。

新興木構造に於げ る

節融取扱方法の研究主

接合法の進歩は 、 この

不可能とせられに持論

に或f(f{決の鍵を興へ、

認に一躍木構造も時代

の寵児になっ?こ課であ

る。

百H黙にプテイウッ ド 6  5 闘

l y 3 6  

宇 賀 神 行 一

裂のガセット プレート を月] ひ? こり 、接合1'<: 耐水効

果のある !陸渚l怖を使月] して剛鵠にする研究は 、

1935年米間ぺ ンシルパニ ヤ大撃の H. N. Benlぼ rt.

叉F. T. Hannahan. B.L. W Smith 氏等の質:股 が ( En-

gi neering  News Record-Jan. 1935) に鷲表さ れて居

る。之に依ると 木 材の節黙又は 縫 乎 ｬ 乞は 、 ｾ ［ 阪 ｬ 亡

依るガセッ トプν { トを配することも 、亦木材の

単一材共の揮でガセッ トプ レ{ ト となすこ主も不

誼蛍であるが、官11厚いプライウッ ド製のガセット

プレ ー ト{ t 用ふることに依って非常I ' C 合理的に節



6 7 圃

f 初期掃海

6  6 圏

ｾ＠ 8 闘

黙が底理せら れると 云ふのであ る。

新興木構造の手法で 山JI予ラ { メンを作る一例 を

掲げる と、 第64岡及65闘の如 きものがゐ る。何れ

も膝着剤を使用 レて 11新簡を形遣 るのであるが、

頂部 の 接合馬 ｾｉ て 施工 上 苦 心 が ｩ Ｚ ｊｦｬはれて居る。大韓

ラーメン構造の場合は全スパンの骨組を地上で完

成 し、 油嘗な主主生を劫i し建て 1-.げる方法が行は れ

て居 る。

各骨組の桁行に釘 しては単一-tj '若 〈は合せ梁式

の合成 IlJ 屋 を配し、各骨組は母屋' 1 : . 斜繋材を以て

第66闘の如 〈振 れ止めとなし て居る。

第67岡 も薄J疫を 多数腰着せ しめて ラ{ メンの骨

粗を形遣って居 るも のであるが、悲に問題 となる

のは如何に して耐水効果ある腰岩法を得るかの一

事である。殊に 吾岡 のｾ［ｪＡ ｩ に高漁度の 外的 保 件 を考

慮陀置かなりればならない をしに なら 、. ，と腰着

剤 耐水性の如何は重大問題 主なって来る。

此の震に最近に於てはフエ ノー ;1.- 系の樹脂や他

の有機化合物を主成分とし?こ! 厚着剤の研究が進め

られて居る様である。

筆者の考か らすると 、吾閣に於て ラーメン構法

を木構造に採用せんとする 場合は、現 場施工では

絶瞳不可能なこ とであら うし 、若しもそ れ を工場

生産に移行せ しか るとするならば、施工後其の表

3 9 1 Y  



it'i iiζ 防水汚:料を施すか、セロ ファンl亡て被裂し| 出

i糸r，t;sIlを施す必要があると 思ふ ， Ｇ ｍ｣ Ａ 乞タ ｩＭ 闘の 設 ｾ Ｇ ｉ ・

1>'1J をぷ候保f! ニのろ: ＼ 異つ ＿こ判 明で 、 ｾ ｾ の ｦＮ ｾｾ 脱 ｪＯｪｾ寸

ることに涼多大の危険が作ふことを;忘れてはなら

なL 、。

更にラ ー メン防法をあ 68 1，iilの如 く 釘 打を以て

l  断凶を辿るとするな らば、共 の断而[ 決定を? 質均

ＱＺＺＩ 郎 、 て有効 ｆ 与を［ ｊ＼Ｚめ ｾ￭ ｬＩ［ｲ のＩ，ｾ＿ｹ ｪ と ホ べきで ゐら

う。或は案 外今後(ま此 の方訟が普及せら れ るので

はなからうか 一ー何枚と云 i 、に、他の泊筋' 宵'犯に

比し金物の使 用量ぞ著 しく trfj{f. えし得ら tt 、而もラ

ー メンのJ 11UI: ii ＱＭＺ より強 ｬ 止 の 平 Ｚｊ 鳥ｾが計られるから で

ある。

第691;¥inは満 也 Gerz Tli の機!t MJ oH- 町長11¥140米 l乙及

ぶ大 山 形ラ ー メンの貰施例である。構造のｾＡｦＱ ｾＱ は

f;i 9 0i;;i nl 亡示す虫n< 、数枚の弦材を巧』亡をT とボール

トを以て、要所のモ ー メント を受 〈る 部分: 亡[ 立木

製ガセットプレ ー トを岱て :;1!] 1亡結合さ れて舟る 。

特 11: 注意 して置き 度 い こと は諜礎l亡援す るピ ンの

設計である 。 ｪ 貯〈銃 器 物 でピ ン ｎ ｬ ｾ ｬＱＡを 作 るとすれ

ば、木 構造 も殺骨構造花近似し 7こll : x. 扱がな され設

計 l乞古;つ でも可成 ち安定性が考I . t( l L : 世かれる詩で

あらう 。然 し現今の 日本の献態 l亡於ては、恐らく

この餓物 l=撮 るピン fl l f;浩はJ求問 /"P，来得ない事前 lと

あるので 、 ラーメ ンを探川する際は接地部分を如

何に取扱ふかの問題が生じ る。

三大l亡第 71而11. ま米聞に於て賓施せられに ラー メン

7  0 園

I v A O 

f'!，¥;迭の - N . である。骨組はプライウッ ドを川ひて

箱型 !こIJ 雲治せしめにもので、 6米間痛に建てられ

てある ｣ 各骨組 の振 れ止めは 、 ｾ ￟ＶＶ ｗＮ ￭ ｬ の 方法と同

様な斜禦1--1ーを Hj:mに封 し各骨組17: fL: ｪ 段 付ｾて万 Ａ ＿

る。



7  1 園

7  2 圃

7  3 圏

明快な 付加 ｬ は Ｄｾｸ 筋 コンクリ ー ト柿誌 に 似て 、 ｪ ド

ｊ ｉ ［［ｾ＠ Itr. ｾ芙 しい内 部効果を穆げ得 ＿こと 報じて居る。

( Engineer ing  Ncws'  Record May 1936)  

Ｎｬｬ ｴ のラ ー メン ｦｬｾｩ 公を更 に 日 ＡｈＡ 司な ｾ ｬ Ａｬ野 ｬ 亡於 て Ｎｦ ｩｦｬ ラ工

し＿こ ならば 、 木 ＢＺｉｾＺ ｩＺｬＡｩＺ Ｑ 乙新 しい 部 Ａ Ｂ Ｉ が 拓ける の では

なか ら う か 一 伊jへば工場花、Zi Hi ) )ij rl亡、又イ4・JfL

ｦｾｪ 週Ｚ築令に ＱＴＺ 川する と 、 従来の ン ｾ ｬｬｬｬｾ ｾｪ Ｑｴ にで ｬ 味はよ、

事の /[ 1米な い架机t の統一連32が去現111来ると思ょ、。

?在者 は此の木造ラ { メンを釘打締法で 試作し: て

凡 度いと念 ｉ ｔｊｴ ｩ して昂る が氷 ＱｾＧｊｾ の機千＿を得ない け

れ ど、釘打式でも充分l耐え得ることには先つe異論

なからう。

茸 ＩＷ Ｒ Ｑ 品 Ｑ Ｑ ［ｴｾ笥巡の 質施例て Ｓ 羽三木浩ラ ｻ メンの ー

杭である 。骨組nnの連結方法は一般トラス構法と

同校な 接続方法が施 されて居る 。

;'fj:'Xの;試みに木造テ ーメンはll V31制の虫fI きもの

で張11日i主lて 7 米に過ぎないが、板材を 11街耐と し

て数榔' Qi j I亡分問1: して製作しに もの を地ートで釘打ち

7  4 薗

7  5 圃

4 1 1 v  



どなし逐次建て上げ? こものである 。

フオ ームとしては米ピ完全なものではなからう

が、釘打式ラ ーメン E して賞用lて供し得? こことは

綿来の確心を自民うし? こ詩である。

同様な; t ! j [ 材を 11新而i( r Cし? こものを DyagonaJ (rC組

んt: 例は樹、過に 於ては所々 に見受けられる o ｾ ｧ ＷＴ＠

聞は共の一例であ る。

NC751到に示すものは同様な乎法に於げる木造ラ

ーメン の一程で、張問28米の賢胞例として悲に掲

げ?こ。

頂部。の構造I' L は非常に複雑な技法が櫛じ られて

居るやうに見へるが、桁行材は各骨組の連結作用

を7ふ5 しめて居るに過ぎな い。

前批に記し? こ潤逸の新興木柿浩の専門合紅? こる

キユ ベ- ) レ令祉で、工場生産せら れるものは腹着

剤を使用して、大規模な水原プ レスに擦り加醸 し

イこラ 【メン構法の骨組が多い。

此の骨組の運搬は何れも蚊緋甜i ( r C 分解して現場

に搬入し、現場では特別に乾燥の迅速な )j 嬰着剤を

使用し? こり釘打ちして建てJ 二げて居る。

( G) 其の他の構法に依るもの

新興木構造の設計の基本問題は何色云つでも架

品. の選定が根本問題となって居る。何故ならば建

築物の使用目 的に従って妻入りが、桁行入りかの

問問も生じるであらうし、張問、特た持ち放し張

間姥許か と云ふことが決せられるのである 。

従来の木構造と新興木構造の大いに相違する鹿

は、前脅が単一材を以て桂左するのにi t し、後者

の多 < ( ま柱が合成桂となるか上下雨弦材が或る程

度の間隔を控へて基礎陀達して居る。この矯め建

物の内部に醗迫感が生じ、殊に第76闘の如 き場合

に於1 " は、接地部分陀所謂 Ded pJace を考慮せら

れる魚非常に有効床面積が少いと云はれて居る。

然しこの論は、鍛官・或は餓筋コンク リ{ ト構造

の場合でも同一な こと が云はれるのではなから う

か。

架構選 定に営 って次 の三 つ の ｦ 傑 Ｑｾ ー を充＿こし＿こも

のが最后に決定せらる可きものである。

(  1  ) 持ち放 し張問に封 して安定性のあ るもの

(  2  ) 資材の最も節減せられるもの

Ｈ Ｓ Ｉ 施工の簡易 と修 繕に困難を感せＧｾるもの

架構形態として今迄述べ来つにものは、共の片

Jv 4 Z  

7  6 国

7  7 圏

7  8 圃

鱗に過ぎないが、設計者の頭脳の所作と して日本

には日本の策候習慣又は材料等! ' L 遁躍し? こ架構が

稜明せられて然る可きこと〉思五、q



7  9 悶

参考迄 i亡第 77 聞は潤巡 lζ 於 て 、 改 lリj せられ?こ

D yagonal  Bogensyste m の一種である Zol l Bau を以

てド { ム形の建物を木構造で施 工 して居る 。

この手法の複雑 さは色とより、 強度計算等も主E

ｋ 多岐難解なものである。然し徒に計算を ｬ￟Ｑｾ つ Ｗ こ

り、1' e験を蔑に しては技術の進歩は望まれないで

あら う。

三倍ポ・は機令あ る事 i乙7米乃至8米のノj、張I 1nのもの

と前も: uqa阿及第79阿の如〈特殊な設計を試みて

は大工の背信!j を受げ て居る のである。

工事前t J . と云よ、管業目的からし? こなら、何れも

利 Ｚｩ ｾを度外 聞して 取掛からなりれば ｉ Ｇ ｦＡＮ 米な い のが

現在迄の新興木柿浩の施工であっ? こ。

これには設計者 と現場指首右ーIl nl と架椛の選定に

完全な協力一致が出来なかっ ?このに起因すると 思

ょ、 。 何故かと云ふに設計ｾは ｩｦ ｌｦ ｌＡ ｛，Ｚ ｾＱ 市 ｩｊ てで役割が

終るものではな し 完全な施工は設計沢の良心的

な監ヨ貯に誠つ てのみ行はれるのであ るから・ ・一。

此の意味から新規な架椛を挟定し? こないまii l XT.

設 計、施工へと一貫 し?こ技術報閣のf'jl j I! il! 1が承け織

がれてこそ新興木構造は進歩殻達するもの と思は

れる。

〈どくどしい余談陀貴重な紙面を究し? こが、と

もオ寸、ると新興木F構I昨年迂治iが設計計A ヨ来岩z干'-!に乙もL、施工手求4

不慣れのf魚5め敬遠せられて居る事ιi折l目防1背可をを? 憾みつ、 言苛筆f在王

をを ｾￚ 山 ｨ げ＿仁こ Ｒダ次チ火く第で 、 Ｚ［ＷＨ就に 於ては施工の質 際方面 を

述べて見陵 いと 考へてゐる。( つ Y く〉

( 筆者は日本ライト建築株式合枇技師〉

防 火 改 修 展 覧 曾 開 催 懸 賞 募 集

本令創立廿五周年記念事業のーとして現下の緊念事業? こる防火改修事業の促進を計り 、 改修の完備を

期して展 ｾ ｬ ＭＰＮｲを開 催致す事となり共 の詳細に就 いては近日 登表の 強 定 であるが 、 内容 の一部をｾＧｬ象台し附

く雌募を願』、次第である D

1，腰 募 要 件 .... . ... . ・・ ー・ … ーー・・ ・・・・ー ・.. 一 -一 u品目送付致せし通り 〉

2，考案圃及質物見本説明 ー・・ー… - ・・・ …・ .....一... . ・・( 向 上 )

3，入賞者の人数及賞金

入 賞 五 名

佳 作 五 名

4，締 切 期 日

賞- ! I k 及賞金五拾同宛

T.: -!Ik及賃金武拾悶宛

昭和十七年四月十五日( 日〉午後三時 迄

5，控 表

若手夜の結果は本人 lて通安uをなすと う!l_: f'L 1"建築と枇合J 5月披及左官業紐介合報 K 改去す。

四 月 一 円

i i t f : 閣法人 日 本 建 築 協 合

431v  



施行細則( 市建法) の改正

川 勝 建 ニ

現行の施行納則は昭和 10年 3 月全面的に改正さ

れ爾来数次 I' C T i . って改正され? こものでありますが

更に今回( 先月 9 日) 関内外の情勢により改正さ

る〉こととな りましに。その要旨は概ね次の如き

ものでゐります。

l 事務 簡撞の主旨による整理

イ、性居地域内 lて於 け ろ 制 限 建 築 物 の 一 部 解 除

Ｈみ ￭ｾ ・ Ｕ 僚〉 即ち常時 Ｑ 馬 力以上 を使用する 、

［機 械 、 搬糸 、 製 材 空母Ｚ の工場又は遊技場 ｾＺ ｾｲ は布

::; 1ミ制限されて居つに ものであ ります が、仕上の

度 、削除されまし? こ。

ロ、 認 可巾請を要す る建築物 r. 1-t- -部を周I - P，Iて代ら

しな( 第22後 却5蹴〉

貸 事政ー所 a 診 療所、 歯干:1診 療所得は 、今後Jtti

1+1で 、 よろしい。

ハ 、 認可届 ｴ ｬＭ｜ を 霊 せきＧる佐佐 の披 朕Ｈ負 ｾ Ｒ Ｔｾ Ｉ

1  5虎迫力Hされ建主1-' 50坪以下の仮設( 矧nn1 月

以内 ) 興行場はj副長 をも要 しま せん。

ニ 、 ｝ ｉｾ 消し叉は無効規定の強化Ｈ第 Ｔ Ｑ 僚Ｉ

許可認可叉は承認を交付荒 〈 は周 ｉｉＧ ， ｾ鱈 し＿こ

る建築物! として正;lI の事 rll lてより延期の乎紙

をせなかっ Tこ; 場合l亡は、許可認可又は! 国交了

の 臼よ り6 月以内 lζ 工事 lて岩手すること〉し

若 し之の期間内に若手せな い時は書類の整理

I v 4 4  

J  

ホ、 j共与他

f川|日H塗全j地也域 K 主抵1弐¥1解4仔平せさぎ，る l 馬力以以、1下ごの原E勤由機をを?  

月刑 ｪμ 」ふ 、 るコ工 ＮＮＮＮＱ 場詰は［認 ｊｺ 巴可 Ｓを＿ 要要 Ｎ せす今＾ｽ肝ｊｩ ｈ吊 Ａ ｗ ， ｾを「以以 、 て ｪ陪必 ｭ別 ｝Ａし

ｦ得専ること〉しまし＿にこＨＢＱ竹 ｬケ［示み百筑 ｦｾ引ｾ 1円56披)

附:数 2 以下で床面杭 100 2F- 方米以下の位家 土

蔵 、 納 原ｾ ". 物。{ 在及J -家の類の新 築 . 改築 、増

築、診料等の開出は首訪警察署長限 りで蕗混

し得 ること〉しまし? こ ( 施行心得第 2 僚 〉

j- IH全鑓更の認可建築物は署長が竣功検芥を行

はし め ることがあります( 施行心得却 3 保)

2 手績の軽減を主旨とするもの

ィ、認 可 rj l市!j 普 及問書の書式を同ーのもの とせり

(訂C25保節31依)

現行手続に於ては摘要書及設計蓄をそ れぞれ

添附するこ として居りますが書式 の改正 によ

り原則的に之等を省略し、新 l乞調書を特定の

ものに要 求すること〉しましに。

ロ、新 lζ 書式中 K 備考欄を設く( 郡26{J! 長〉

ｴＮｲ ｾ Ｒ Ｖ 僚には之の備考欄 ｬ 亡記入すべき事項を列

記 すること〉しましに。

ハ、剖警の様式を 定 tr ｇＨ ￇ ＲＷ ＱｾＩ＠

長 屋建 の建築物 、工場及 び令都 3 僚の 2 の建

築物 ! とはそ れぞれ一定の型式の訓書 を添附す

る如〈規定しその調奈を統一すること〉しま

G1こ。在 来l亡於ても規定は1! 肋 B つにのですが

工場以外のもの l亡は既に制蓄を使川し来つに

ものであり ます。

ニ、附添岡商の簡単化( 第2811氏〉

敷地附近見 lfJI. 聞は 巾請書叉 は屈書の備考欄に

記入すること〉し、他の添附i尽l商 tlt ;{E分4縮)<! .

%。のものを認め居? こるも今後は詳* f 1W礼以外

は之れを認め今 、縮尺日 00以上とするこ主〉

しまし 7こ。

向軒高 6 米以下の長家建tj: 2誌は断↑古i悶を必要ー

とぜき' ること〉しま し?こ。

本依ｮＧ ｾＲ 項に 「断而同ヲ 代田持ス ル コトヲ得 」

と書 いて ゐりますが、官邸 l亡於てKぶ せな い

限り添附せ しめないこと 〉して居ります。

註今回設計舎 を省略しましたが、全然設計脅の添附を

許さぬ と云ふのでな 〈勿論首艇に於て要求 したもの

は付けていただきます し、 要求が無い場合にも特に



I'L ｪ［［＿ＺＺ 剖 Ｑｾ 司所ーをｉｩｊｪ瞭 に する主〉もに従来 認 めて

居つ ?こtJ. 鍛板勾: の医;!討は認めな いこ〉な った

わりで あ りますか ら、之の諮Wiに御注意をl踊

ひます 。

防 Ｒ さ施設の指導 Ｈｾ Ｇ ［ ＲＷ ｾ 条第 Ｖ 蹴第 ＲＸ 篠第 ｬ 項 Ｉ

｝￭ ｪｪ Ｖ ｾ 施 設の 指 導強 化 に 付いては他 の 法 規の強

化 l乞よ り施行 3 れるわりで あ りますが 、建築

物法に於て も之 れが新設の場合指導を行ふベ

し、之れ等の施設のある 時は共安 官の記載と

凶i耐の添附を要求すること〉しまし 7こ。

Ｑ ， ｾ￬ 参考までに 認可 申請並 ｬ 乞 局 書の 書 式見本

を掲祇致しておきます。胃頭の「週控45… 書」

とゐ る欄 lとは認可中市!i 叉は屈の文字を記入し

ていfこY くわりで あ りますρ 序で Y すが公報

の之 の欄の記入文字はミス プ リン トとなって

屈の結局 「蓄」 の文字がー字不足して居りま

すか ら念の?こめに申しておきます。

必要なものは 添附悶面 中に記入 していた 1:' < 方針で

るります。

又強度計算 を要 するものは軽易な もの以外重要部分

の計算書を添附 していただきます( 第m長第 4披〉

3 防空防火に劃する強化

ィ 、 防火上 の 強化 Ｈ 第 Ｑ Ｙｾ 条Ｉ

特 K 長屋の防火 l' Cf;J- いては従来l乞於ても 重要

視 して居つ? こものでありますが今回 その界監

の構造規定営明確に し且つ強化し ましTこ。 説

明の都合上新醤規定を例河 して み ます。

沓 「各戸 ノ; 境界ヲナス 壁韓ハ地桜ョリ 屋根 泊{

下 ニ 達 セシムルコト」

新「各戸ノ境界 ヲナス壁韓ハfA土叉ハ鋭、網モ

ルタルノ類 ヲ 以 テ 岡 両金 リトｾ シ主 ぢ運上

ヨリ 屋 根 面 下 ニ 達 セ シ ム ル コ ト

l ! 1 l ち新規定中の傍靭'i { f 打ち? こる部介が迫力11 さ

れにわりで 、之れに よって壁鐙の恒fu1 J 材料並
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建築取締規則の改正

川 勝 建

辿築取締規J( IJ ( J{. J 令〉はみ;邦最初の建築法規 と

してゆj治42年の;j ;IJ 定にな り、 首時l乞於ては建築物

全般に亙って辿ー則さ れて居つ Tこのであ りますが大

正 8年4月市街地 建築物法公布され同 9年12月大阪

都市計笹区域内 K 同法の治則を見るに至 h爾梨市

街地建築物法の趨m&，: 域の損張を見 、次第lて建築

取締規則の任務は瓶i少 され、昭和 14年 lて至 り建築

取紛規則 はi !i 併地建築物法泊 川区域外に限らる〉

こと 〉なり且つ公衆のmvc供する特殊建物のみに

油川し佐家商庖等は取締外のものとなるに至つに

のでゐ りますが、現存規定中向之等ーイ此の建物l乞

劃す る多数の規定を有す るを以て之れを整理 し併

せて市街地建築物法との均術をも考慮し改正する

こと、なりましに。

以上の改正規定 l ド重なもの二 、三を摘氾 してお・

きます。

l 本則の辿 J- l ) を受ける区域は市建法油用wi 域外

で建物の川迭は弐 l乞示すもので あ りま す。

叡47堂、説教所、製校、病院、工場 、集 が?場

劇場、寄席 、蹴物場、逝究所、湯屋、屑物11)(

抜所、寄抗合、合宿所、f古屋、料理屋、飲食

庖、危険物品取締規則適用建物

Ｒ 第 Ｘｾ 傑 ＱＲ ｾ 追 加し 「 居室」の定義を Ｉ ｊ ｉｬへまし

?こ。内容は市街地建染物法のものと同様であ

ります。

3  yc371楽は階段数の規定でゐ りますが、今間企

文改正され、されも市街地控. 築物法のものと

同主主であります。

( 君事摘は大阪府農務課技師〕

内 ゅ 、ｾ 、 ，、 ｎ Ｇ 、，、 ， 、，、 ＢＧ～ＧＢ町 、 ～Ｂ 、 伊杭 ｊ 、 ，、～Ｂ、～～ＢＢＢＢＢＧ ｾ、 ，、， 、 ＯｖＢＧＢ、，、，、， 、ＢＮ ～ ，、 ，、 Ｎ，Ｎ申， 、，、 ， 、 ＢＢＢＢＢ， Ｎ ，～Ｂ、，、，、 ， 、 ，、 ， 、，、 ，ＭＢ～Ｂ 、 ｲ 、

二月続鶏 揮について

0 二月銃口給ア ート 別に内悶鮮文氏執筆「天壇j の説明と して美麗なる E事長 を掲載する 激定で

ありま した が取締規則に より 割愛致 しました。

紫畑室御投稿に就て

0 先般御投稿をお綴 ひしました廃 、御賛同を賜 り綴々 執筆の御内意を受け充宝をする事 となりま

した。今月の紫畑室は異彩ρ ある見直かなもの となり ました。

;  一 一 … と存じます

ｾ＠ Ｐ 掲載は順に致 し ま す 鮒合で遅れる事があるかも知れませぬが街Ａ 諒 鰍 ひ ま す。ｾ

ν、，、n v、

I v 4 6  



今 日 こ の 頃

新 名 種 夫

紫l囚窓が生れてから湖 3年になる III 、早いもの

? ごと思ふ。丁度伎のす最後の編輯常務を勤め てゐ? こ

頃、京大の棚橋君の沓築で、自由な気持で合員の

聾を反映せ しめる様な紙商を作らうではな L、か と

言 ふのが、紫畑室の出来? こ初めであ つに。

以来、妙なもので、了度大朝の天聾人語や来 日

の余録などの様に 、雑誌『建築主祉合』の文章の

中で最初に読 まれるも のは屑の凝る本文 よちも 先

づ紫畑室主いふこ主になっ?こ。

その上、本文の方は持月宗寺稿の 依頼勧誘を これ

掠めて 、i斬〈数編が物になるに過ぎ なかっ fこのに

紫畑訟のブJ は黙っ てゐて原稿が集 り、Ill Vc: : は建築

の専門紙誌tては勿随な い様な好文章も少 くはなか

っ＿こ 。 最近なら民家の研究を「生 ｴ 宅」や ｲ Ｎｲ ｾ ｝ ｊ な

l:: 'Vc:: 投稿して ゐる山口正茅! など、紫畑告の常連で

あ り、紫畑告に よって筆名を事げ に一人ではな い

か主恩i 、。

既に 3 年になるとい i 、。早いものTごと L ゴ、感じ

もするが、何?ごか、 まf.: 3 年lてしかならな いのか

といふ様な感 じも ないで はない。

×  

一昨年の 7 月、大阪市役所を臨めて 上京して か

ら、建築協合にはすっかり御無沙汰の悼Tごし 「建

築 とil 辻令」の原稿も 2 )支ばかり依頼を受け Tこが、

迭にそ れ陀臆へる こと が出来なかっ? こ。

f亡しい せいでもあるが 、一つは年の加減かも知

れなし、。畿 を執ることが次第に億劫な のである。

イjf し、満 3 年になる といよ、前置で 、引に紫畑常

への執 筆依頼であ る 。紫 ｩ Ａ ｬ ｬ 主誕生の産婆役をｾ￯￘ ｊ め

? こ手前ーも あ り、 何 とか苦: かねばならない- e い

ふ次第で筆を執っ ?こ。

×  

抜、建築界に於て 、今 日こ の頃感じら れること

は、建築家の仕事の純図が非常に経って来たとい

ふ ことで ある。

例へば、30t"f や50主j; の位宅など 、事鑓前までは

千 l断固と封、紙 1 i枚の仕様書 とがあ れば、 請負人委

せで四箇月も経てぼ放っ て置いて も出来上つにも

のであっ ?こが、今 日こ の頃 15坪から 20均二位のノj 、位

宅 で ふ これを完成する のはUとして容易なわぎで

はな L、。

セメントは入手掛か 、釘は充分か、新i附金物tよ

鏡 板 は 、 側ji は、給水用金物類は、電線は、硝子

は ＿ 一一こう し＿こ統制 資材の 入千 葉 ｦｴｾ 始 め と して

木浩建築の主要材料である木材は日本j社 主府! 際水

聯 の結成によっ て、本年 5 月311ヨを界として 、自

rl! 入手の方法は輩 きゃうとし、五や土管や下m瓶

なども、 燃料統制の闘係から 、金問の木是fr建築K

ｗＭ Ｎｊする 需要 を渦ーするには迭 に 足りな い Ｗｕｾ 態にあ

る。

建築家は自分の設計書: に従って工事を督促する

以前t亡、先づその設計K 使 mすべき資材の数量に

責任を持ち、 その調達に協力する のでなけ れば、

建築は容易陀進行 しない のが現質なのである。

否、統{ i ; 1] 資材など原則 として建築会:VC交附せら

れるものが多いのであるから、建築主 を代表する

4 7 1 v  



建築家が、 自ら進んでこれを制連 して請負人に交

附する にゴ ｉ ＺＺＺ ｾ れば 、 工事は 決し て出来上ら ない の

でゐる。

最近 は運搬手段の不自 由が、資材の 入手難陀一

層拍軍をかけ 、合同運送や自動車輸送組合に お百

度を踏 んで、材料運搬の段取を純子ること な ども

請負人委せに して置いては、決して工事の問問' は

期し得な い欣惑にあるので 、設計者や現場監矛仔が

自ら、材料の着牒や合同運送に 出かけて 、材ず|の

現場搬入の'1予促 を行ふこと が絶割に必要 になって

来 てゐ る。

加lふる に、材料の搬入に作って 、過不足なく各

臓 の出商を按配する 一一 このう? 力の悶滑な手配の

みが、今 日腕を振ょ、ベ〈 請負人陀碕 きれ? こ唯一の

飴地 なのであるが一一 こ れすらが、設計支侭 IJ 陀立

つ現場監' 仔が、飯場の隣組組織に一役買ひ 、食米

の心配を してやる程の努力を郷ってやっ て、向且

賃銀の聞係か ら職方の集散'J;?ならまるのが‘ 今日

工事現場の3壁紙である。

15坪や20坪の/J、住宅K して然 り、況や一寸しに

規模の建築I' L 於ては 、工事若手以前建築認可申請

のほか 、木造 建物建築統制規則 や、餓鋼工作物築

造許可規則等 l乞劃する許可巾;i!f は勿論、工事費K

釘する資金調整法の認可乎縮まで、建築家が行は

ねばならな い場合が多 いのである 。市もこ れ等の

申請には何れも 、工事に使川する資材の相首に詳

しい調書が必要であって、 工事活乎後のみなら

や、工事若手前の準備手紙も 、その免' i 手mなこ u え・

して昔 日の上じではな いのである 。

美 しい設計問 ときま り切っ?こ仕様書と 、設計者

にのみ都合の良い一方的な契約書 とで、請負契約

を結び 3 へすれば、設計書の矛盾お撞着は全 く請

負者の負拾に於て、 どんどん工事は匙められ、設

計A 煮は111ft 請負者- を縦撞将促 して属れば事足 りfこ数

年 前の長閑 げき を思ふ と、 この時代は匙喋家に と

って正に失柴図であ る。

資材の 入手や運搬は言」、迄もな し その数量を

計算 し、 その納 1) e施工方法とを考へ ることさへ

事費前 は請負者のな すべき こと 〉して、建築家 l亡

は寧ろ第 2義的 、ガn 義的な仕事 としか考へら れ

なかっ? ここと は、 「建築家とは何ぞや」の問題と

l櫛闘 して、久しいI 1r J 一部建築家: を強力に支配 して

I v 4 8  

ゐ?こ建築翠術論陀Jえくものであ っ?こ。

建築基術論は閥* のプミ長大災の経験による構造

傘 ￆ の主張によって強い反省ｾ促され ＿ こが 、 今次

の事鑓 は更に 、工事使用資材の質主霊 色、工事施

工の過程に釘する将加に して的確な認識を建築家

ｬ と強要する各杭の Ｇｉ Ｉｾ 勢を呈示 し ＿こ のである。

言 はば、今日まで 、大 きく は請負の営業部が、

小 l'としては現場の代人がやってゐて、建築家はそ

んな こE は首然それ等の 人々!と委せて置げばし、L、

主し て、乎を扶いてゐ? こ事柄に、建築家自身が身

を以てぶつかって行かねばならな い場合に立至つ

?このでゐる 。

資材配給の機構が、請負業' x ーから漸57くその 入以

方法の投機性を王手ひ 、次第に技術家的イ凶¥lJ 性 VCHe

らさ' るをf辱ざ るに至らしめつ〉あるのであって、

この方町への建築 家の参i! 討が要求せられ始め に所

以でゐる。

併 し、これはー盟建築家の立場の下落であ らう

か。 否である。 こ、l乞至って建築家は初め て その

甘かさ れに牛謀術家的存在から 、純然?こ る技術者

の地1iI: !と立f. 1り得?こ のTごと 考へ度い。

自己の設計'11: 1tJ し僅かに 100分の l 乃至 20 分の

1程度の大捌みな認識lて此ら歩 、現寸はI ' J 論資材

の獲得から工作の過程運搬の方法にまで泊切安訟

なる認識を以て立任を取り得るも のこそ、民の技

術7 i f であるからである。

今 日この頃、忙 しい仕事の合nrJ tとこんな こと を

考へる 。 ［［ｉｾ Ｚ￭ ｾｬ の営業部や現 北 方 ｬ 町に居られる方に

は 、 ｾｦ 持が こうし に考 へ 方の到達の飴 り にも活か

りし をl日以、かも知れな い。建築事務所の人んの Eい

からも、そんな こと は夙 くの昔からやってゐ るE

との抗議が ｉｈ な い とも ￟ｬ ｾ らぬ 。 ピ が Ｇ ｋ ら く お役 所

勤めをしてゐ Tプi' tオれとは 、この頃切貨にこ うし?こ

こと が感じら れ るのである 。夜を 日についで 9 士1;

や 12叫の持初来住宅ばか りをいぢ くってゐる 11[11亡

考 へ方がちっぽり lてなつ? このであら うか。

一一(2602 ・3 ・2) 一一

ｃｾ 医者は 住 宅管図東京支所ヱ毒事第二課長〉



無 柿 経

小 田 島 兵 吉

この|片! ツテがあって京都の X 四位 、Y 邸の反Hv: '

見ることが出来? こ。その後始め て銀! 剖ミ52の庭ーを見

る機合が出来? こ。開西に来て約20年 、今時分Tはじ

めて銀閣寺を見? こなど云つて は、恥かしい と思ふ

が事責Tごから仕方がない。

とこ ろが私は庭の こ主 などさっぱりわからな い

の ピ が 、 銀閣 ミ ｾ，め庭は 別とし て 、 ｘ 邸や ｙ 邸の様

な個人の邸宅の庭が民大な のを見る と、 その結構

に感心するよりも 、むしろ 、その院大 さに釘して

憤 ちを兎える。自分が貧乏で 、絡生到底こういよ、

立i辰な庭菌を所有することなどは出来な いと 云ふ

所から 、 嫉 Ｇ ｾｌｩ を感す・るのであら う げ れとも、 食 ｩ 、

に困 る人々 が大勢、少 5 な仮; 岐に押し合ひへ し合

ひしてゐるのに 、何と云ょ、身分知らすサごからと云

ふことが、 ｪ￟ ｾ Ｑ 乞 Ｓ わるのである。

しかしな がら 、自分が若し11J りt亡、こ うし、よ、佐

悶を持つ様な羽円になっ? こら、叉考へ方が縫って

くるか も知れない。有象無象が何を云っ とるかと

いよ、試持に な ちん とも限らない。 けれども 、 自分

の泳三が 、 ｙ 邸の池の ｾ Ｑ ＮＱ ｖｃ スツポ リ入 って狛あま り

ある様な こ主 主?考へて見ると 、やは り航にぎわっ

て来る 。 こう 云ふのを ij il[ 1絞過敏と 云 ふ の ピ らう

か。

そんな事を何とち思はないで、日佐感嘆之を 久う

すと 云よ、様 lこならなければ、即 ち無欲情淡になら

なければ駄目であると考へられるが、その境地! 亡

法 することの 1:1"朱ぬ我々は誠lて哀れと去はなげれ

ばな らない。

銀|制ぞi: の史; を見て も、美 しい とも何とも思はな

いのは、個人のも ので無いからでるら うが 、汚 へ

て見ると、 公開 してゐゃうと 、ゐま いと、 似1人の

ものでがらうと有るまいと 、庇を錯覚すると 云よ、

立場から 見れば千等でなげればならな いのに 、そ

れが きうで も ＱＹ ｾ い所 に附な いものが ある。

銀閣寺の庭のめのコチャ コチ ヤ しに配置は私に

はわからな い ものであるが、苔の見事 きには感歎

し?こ。人1mよりも苔の方が大切なのか知らん と思

ふ位1'( 大事にさ れてゐる 様な試が し?こ。米 求堂は

見 るに堪える。 しか しあの砂を !tdf りJ : げに銀沙灘

とか、 向月 議 とか云ふものはど うも肺 l乞落 ちぬ。

庭の故賞は勿論、 その様式も何 も知 らぬものが

何を云ふかと叱られるかも安11れないげれ左も 、あ

の砂を、 あの尚 さにもり上げに諮がわ からない。

即も そこが素人のmない所?ごら うが、あ 〉までも

り上げす・ e も二、三寸の高 主で充分と思はれ る。

第一 ゐ〉去」、手入れ をするにも 、あのこ尺二寸 ?

と云ふ治¥d ｾｴＮ うい よ 、 方法でやるかと 忠三、 ｔ ご けで

も、帰除夫 !ζ 同情する 。あ〉 して手間をかげで、

その結果 オノ ボ リ サン＿ こちを 鳴か す ｴｾ けではどう

かと思ふ。霊森氏に云はせると初めからあ〉では

なかっ? こ らしい k 云ふのTごが、何時の間にあの諒i

きになっ たと ζ: ; 、。

主もこの頃の様に防定問題がやか ましく なると

あ〉云 i 、鹿り砂 も案外、役に立っかも 知れない。

( 筆者は株式合枇大林組本車土設計部勤務〉

総の修業について

向 井 寛 三 郎

手:1棋と} 支術の呼!i宅が愈盛になるが、科 撃から技

術につな が る所 lて華街的な作別がなくてはならな

い左思よ、。 この鮎について 、近頃わが閣の技術者

I1J Iには可なり記、識が欠け てゐ るのではないかと思

ふ。例へば建築lζ 於ても嬰術的な断聞が徐程お粗

末に ｊ 及はれＯＱ ｾ Ｑ し て朱＿こ のでは ないかと考へられる

傾向がある c 例へば悲築家の養成 i乞絡の祐古が不

安?ご といよ、や うな考方があるのではな いかと 感じ

られるからである 。 これなどは何fごか 新 しきう

で、質は反って古L、よさじがする。

建築を機械 と扱つに人法の所設も 、それを その

ま〉で受入れる と、 護術的な色彩が薄 〈忠はれぬ

でもな いが、 これも組め てJ ".i 付りな判断から行り
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ばさうなるが、元来、機械とし、ふものを 、 どう考

へるか。これを再び認立主 しな lます必要がありはせ

ぬかと思 i 、。

最近まで、わが悶では機概といへtf 、敷物的な

性格を主と しに一位界と考へ、更に謀術的なものを

その中に感じなかっ? こ。然し、よ〈見ると先進問

では機械を誌にさうし7こ合理的なi ! t 界のみのもの

と考へてゐないらしく、現 iてドイツの技術の核心

には少なから十非合理的な 'I"t 絡があることを説明

されてゐるのである 。即ち詩とか昔柴とか背墜と

いつにもの〉構成を誇って来Tこ闘であるといよ、事

を述べ、 ドイツ人の精踊1[ 1内容には合理と非合理の

二元的な要素がうまく調和し? こところに工業が護

達 し、 技術が進 んTごといってゐる o r ィツの機械

もこの性格を帯l f てはじめて世界i 'c賞讃を博 し得

? ことい i 、のである。機械に闘するこの考方は決し

てドイツのみに阻4らないと思」、。フランスでも ア

メリカでも、スヰスでも、" ;機械1 / といふ言葉 l亡

は、表面iて出てはゐないが、 その内容には可なり

重 ｾ ｾｪ 的なも の を持ってゐる ので、建築の機械的な

彼方といっても 、 それを一概に敷物的なものと す

るのは 、 惑 い 意味の日本ｊＧ ｉＮＢ ｊ ｪｦｦｾ 揮であって 、 これは

充分考へてよいことではないかと思ふ。

今までは機械を草 l亡所前機械と見、技術を lj If' c

技術と見て、 華街からはなして凡て長k1このTごが、

機械にも美があるれゴ、や ら 、工芸 ｾｉ 亡機械性があ

るといふや ら、 よ く 見 る し な る 程、l当洋の機械

はわが問のそれよりも美しい。縮めて見れば或積

の機械などは装身具K もなるかも知れんと いつに

様 な こ と を 考 へ て ゐ る し 更 Iz : 近頃では航空機の

基礎計・: m: には" 天才 1/ の出場が:qlJ へられてその形

は等ろ直視でやるべきもので、計算はあと廻しに

なるといよ、こと陀なってゐる J 何? ごか機械の方が

翠術に近後 して行〈 一方、建築はそれから 日一 日

離れて行〈やうな気持がする。 一理これでよいの

であらうか。

ドイ ツのユンカ ース教授は飛行機の技師の責特

として、 lパf寸1哲z昼墜裳その他1/ ; をを漁備4主智tf?識lに亡ありげ，て、創

迂浩i的 なもの '>.Jh産rr l出官 t陀亡はh立単1引':1.. 1陀て下段主術の'1悟l陪腎剖'1悦|

Jみ》よるのでな〈 、率・ろゴp合国的な生活の艇がりを

t 1 P . . 指し? こブ] 陀よらねばならぬといってゐる。つ

まり出制の力によらねば遺却I ' I':J なも のは何物もよ
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くI-P，来る 告: はな いといよ、結:論が成立つのである。

こ〉で錬って i皇制の力の養成はこれを何i亡依る

べきかを考へて見る必要がある 。合理的な研究、

即ち科感的な素養は、ど こまでも自然界を 向ふ に

まわ して、 われわれ人聞から距りを持7こせつ〉 、

それを分折 し解剖し、更にこれを頭脳と乎の力で

秩序づり 、我々の目的 IC奉仕させればよいが非合

理的な研究これ陀反して、自 ｦＡＮｾｊ 早に紫りを持ち、

更 K 此れと 一組となるところまで密接になって 、

心の働きによって、これを也党しなげれば得られ

ない。而して物を創る立場 lとある 人は、上部では

自然におして隔敵しに頭脳を働かせつ〉、下部は

これに 一致する黙を持になければ折角の科星第もそ

れが健全な技術にはなってくれないものである。

多忙な世の中であり 、研究すべき事は悩めて多

い。然し技術おはどこまでも、この合玉虫と非合理

の| 嗣端を押へて行かなければ充分でないと思 i 、。

この局に最も安全な近道は、何といっても紬の修

業主? 粂ねることである。絡の描りないのを以て建

築家の誇とするや うな時代は過ぎ去つにの ではあ

るまいか。否、こ れからは叉、新しく絡の修業が

再興する時代が建築界 l乙訪れて来る のではあ るま

いか。共底l亡はじめて科撃が生 きるブJ を見出すの

ではないかと思ム。

( 筆者ーは京都 i荷主c ; 工君主犠校教授〕



満 洲 の 住 宅 瞥 見

赤 座 三 太

昨年夏、二ヶ月詐り渦iii'/ の各地を馳足がw=波行

し、揃洲の位宅 を瞥見する機合を得?二、 その裡の

感想二三を述べてみようと 思 ふ。従って単なる感

想羅列j に過ぎす¥その1mI ' L何等-Fi- し? こ理論的根

協もな いわけで あるが、然しそれにけ共属から紐

々な問題の蛮展誘務があるのではないかと 忠つ7こ

ので、 此蕗 1<: 概念的な究書として書き止め f こ。

然し此の党書: の積極的建設 を希望して始まぬ、

いは Y 建設的批判の一文が、今後の建設方針ーiて劃

する 一助 ともなり、合せて満百十i位宅の現献を認識

して戴 〈よすがともならば筆者の幸とするところ

である。

×  ×  ×  

住宅の良否と 云ふものが、 その主主設さ れる土地

と脱み合せて相釘的に決定されると云」、簡ギーな事

質が、臨ん忘れられてゐる。事は特に新開地 lて於

て土地の科皐的研究が充分なされてゐないと. きに

今までの符慣と技術の習性 K のみ依イ』三して 、ぞれ

等が惰性的lて建設されて行〈とき殊 l亡佳Tごしい傾

向がある。更に この事は ‘ 在来の習慣と技術の習

性を無批判的に js:_裂してしま」、事と同様に、やが

て将来に大きな耐根を残す原因になるもの と云は

なげればならない。

特に民放性 とし、 ょ、事が問題にされてゐる現代に

於ては、その危険を多分に包含してゐるのであ

る。即ち停統と 習i生の混合から 、此等のあやまら

れ? こる 事象が惹起するのであ って、買の民族性の

櫨承は厳正無比な過程を踏む事に依つてのみ始め

て可能主 成り得るのである。

住宅は人間が、 日常の労力の諮1 J [ 的生活、誼lモ

休養を行よ、場所であ る7ごけ、此の問題が厳 しい謀

顕となって、その解決を辿るものである 3

×  ×  ×  

減す1'! 1乞於て、規格的 l亡位宅の7/んに? 決定し、こ

の形式を採用する ものにきI して 、優先的に資材の

配給を行」、事が、建築界を通じて一つの問題を提

出し? こ。

規絡住宅は従来も l茸々云はれて居るやうに

(  I  ) 一雄合理的な計設に立脚出来る事

( 2 ) 諸材料の規絡化石? 行」、事によって 、 その工

場生産を可能なら しめ、且施工を容易ならし め得

る事

(  3  ) 従つ.て短j明間に多量に需要を充足し得 るE

共に生産費は 、低肢とな る。等の諸利黙 を共有 し

て居 るので満洲住宅政策の現段階に於て最も時宜

に過し? こ ;ttl J j 目的腫致であ ると云はねばな らぬ。

此等の規俗住宅は勿;15一つの試案であ って 完

成されにものでな い事は論争侠?こないが、然しそ

の方法論1<: 於て 、 それが議論さ れる 徐地を残 して

ゐるのは明白な事宜ーであ る。

雑誌を，: ; : . ぐ事が先決問閣でめ石? こめに a 早怠 lて

決定をみにこの規;格tl二宅 l亡、高金を期待す ると 云

」、事は、時1 l 1J 的な 11m約と同時に、住宅それ白檀の

持つiM雑性ぐ例へば生活様式の間服) に於ても、

首然無理があると去はねばならぬ し、常事者ーは頭

初よ りこ の拡に以イJ いてゐる事でもあら う。

従ってか〉る黙の是正乃至修正は今後Ic侠? こね

ばならねのであ るがーそれは闘土計査に主主却して

土地、集候、資材 、捗働力等の地方的差異を充分

利率的に研究 して、これ等を積極的 l乙取り込む事

K よって 、始めて完途され得 るも のと確信す るの

である。

一時的且便宜的 にではゐるにもせ よ、地方性をT

j民間せる資材の剖一的普通的使川は、住宅が人! 日1

の休設する主ｉｬｊ ｊ である ｾｊｏ > 且亦満測の如き腕大

な国土で南部と北部の気候風土的差異の佳忙 しい

土地 I' C 建設され るものであ る以上、 えてして理想

的住宅に程遠い結果l乞陥り易い傾 向を有す るもの

でゐり 、叉経例的lて云つでも低成にして且つ、自

然 ＱＱＢｾ 保 Ｑ Ｑ ＱＧＱ亡 ｩｬｬｩ する地方的資材の 利 活 ｭ の道を閉さＧ

す結果となるのであるから 、これ等の諸駄に劃す

る一日も辿き是正を切望する。

×  ×  ×  

英闘でゐつ? こと思J 、が、或る殖民地に於て 、第

二[ ! ト以後の IH産王手が土地のお候陀依る影響を多分

に受けて、川んど本 i宅近い数字を示しTこ事責が、
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その闘の皆皐ヂ? で大問問となり、荊民地皆感の殻

展陀蟻烈な刺戟を興へ7こと 云ょ、事である。

勿論英間人とは 人極的 lと云つでも根本的に相j主

せる優秀な吉正々日本人ではあるが、内地と試候風

土のミギ しく 異る it4' i例i闘に於て、 一 日も早〈浦湖H現

地暗撃の確立を急: ＼Ｇ事は、人口 ｉｾ 司踊と 云よ、黙から

みて、 Ｍ ｾ臨考 ｦ 設されねばな らな い 。

か〈て得? こi渦ii' ;ij 現地密接の精撃を 、 そこに建設

される住宅計需に絵磁な 〈導入するこ e 1' 1: 依って

{l 1産卒思影響 及乳幼児死亡率への未然陀防止せね

ばならぬのは勿論である。

Ｑｉｉ Ｑ 亡ま ＿こ住 宅の良否は 人間 の 健康を ｾｪ 己右する鋭

敏なパロメ { ターであるか ら、建築家はこれ等の

ｾ Ｚ ［ｦ 鳥 ｬ ｩ を考応Ｚして満洲の住宅を建設すると同時 ｬ て私

極的に、その住ひ方 まで毅育指導する任務がある

のではな いかと思 i 、。

×  ×  ×  

満洲の住宅の主要な構造賠は煉1・Lである 。

一般に煉瓦は牛永久性念持ってゐる材料で、寧

ろその賠に於て、満1 ' ; 刊の住宅はめぐまれて居ると

去って差文な い。然 し現在使川してゐる煉瓦は普

通保有すべき強度の4三位位 しかない程度のJ.Jl惑品

である。現在の猷態に於ては、これらの建築資材

の生産に劃 して充分な持力主燃料の配給を期し得

ないのは首然である。然し乍ら充介支給されない

から左云って、粗悪な製品をilfJ : 合に 111 して良 いと

云ょ、理由にはならない のであって、僅少なう手力 主

燃料にfd ! くってその質の向上と盆の地力Hどを他の乎

段l亡依って柿足す る41'j:も事Jt < ないし、か〈する事

に依って技術は光柴ある穆展をなすものと巧へ

る。又方法はよもるがー. 煉1 L 1乞代川する資材f t ' ｆｉｌｾ 、
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る司王iて依って . 現下の，E 務とす る位宅不足 も摘縫

tr1. s/<i ると思 i 、。現ずEの煉瓦では、その粗悲なる貼

で、運搬I - i11波損及びそのiM. J 久性の減少に ftf る建築

Ａｌ ｴ ｏＩ ， ｾ 捨ｩＧｾ ー は ｩｬｬｬ り ｬｪｾ ｴＮ い の である。又 ｾｬｕｴｈ 品 の 使用は

不良住宅を近々の内 l乞雅生せ しめる必然性を持っ

て居る事を知るべきである 。

×  ×  ×  

満洲の大 きな都市は、各訟のtJj {柴機側や共同施

設を具備 してゐるが、これが一度地方のノj 、都令i乞

這入 ると、 一憾のf : I :宅地形式を備へ、住宅の集国

ｉ ｪＢｾ建設がなされてゐるにも拘らす｜共虚にはほと

んど共同施設、娯楽機闘ら しきもの〉見られない

現欺でめる 。尤もか〉る施設は三ト: 道柴土建設の満

州問快| 泣から して、 -7. 晩ぞれらの建設をみる事は

必定である が、 その一 日も早き賢現を希望して胤

まな い。

而。しでか〉る諸施設の効川は、その土地の 人々

の 澗渇乾漁民流れ勝な生活 ｬ 亡 、潤津堅 苦 ｜Ｇｾょ Ｇｉｗ 操を

附奥 し、 且日々の勢働lて{ : r ' { る疲労の阿佐 lて釘する

_- JJ)J ともなる利駄を有する は勿論である。

現在の渦・洲同 tて移住し? こ白露人が彼等の第二の

故郷ぞ建設するとき、そこには数千? 、 fP楽堂、食

堂 、水 浴場、日光浴場等の共同施設を ｾｬｬ 心 に彼等

口身の生前 を例め且つそれらを享受して居Tこ近い

朕史も民族の異ひとは云へ間過し得ぬ事笠ではな

から うか。

かくて行々大手Ｂ民族の ｦｾ の健 全 なる住宅建設と

これ等諸施設による力 狽き生活の賞現する臼を 、

五古川ーして作つji J i 以である。



常 務 舎 ( 第5回〉

時 3月2日午後6時10分一7時20分

所 陳列場

出席者 理 事 井 上

監 事 池 問

殺 事

主 記 中 西 、薮中 、桐 本、

佐藤、

主 計 松 久 保、小林三

i菊 輯 伊 藤 、小林街、tfil 回

大下

1. 役員委員合等合合授に闘する件

2.記念事業諮守庭部合委員委嘱の件

3. 四合聯合建築協談委員合経費負

婚の件

4. 在潟|箆震建築技術関より 、雑誌

交換申出の件

5. 雇辞職願 出並採用の件

6.合員詮衡

報 告

1. 新伐{ 側部合報告

Ｒ Ｎ 建築聯合協議委員合字 ｾＱ ｾ￭ｾ

3. 出石E報告

常 務 1'iJ ( 第6四〉

時 3月16日午後 5 時35分- 6時

50分

所 陳列場

出席者 理事 片岡合長

主君己 中西 、葱 rt 、桐 本、

佐藤

ｩＭ］ ＧＮｾ Ｚｾ Ｇ ｾｾＮ ｾｾ 平方 ｲＺＺＺＺｾ Ｚプ ＺＧｾＧ ｙＺ ｾ ￸Ｚｲ ＺＸＭ 材プ ＺＺｾＺｾＮ ｾでお

司Ｇ 海 Ｈ ［一日目ＺＺＺＺＺＺＺＮｾ 重留 守 •. "/ ... ｾＮｾＺｾＺＮ［＠

怪奇書 司 ｃ ｾ

1.都市問題合議総合延期の件

2. 合計検査終了報告

Ｓ Ｎ 凶徒 、 入管 、 ｬｬￆ 徴 、 除隊報ｻＭｾＮ

評 議 員 舎

l  昭和 17年3月2日大阪市北直中之島

3丁目 3番地靭日ピルヂングに於て

評議員舎を関合す

ト 出席者下の湿 り評議員 22名 、監事

l 名

字都宮磁次郎 、 尾 ｾ 清四郎 、 大下

順三郎 、岡本新次郎 、桐本{ 荷5盤、

小林清、t] 、:体三造、佐藤正次郎 、

坂本野一、笹阿美代吉、菅原徹郎

園部泰女 、中島喜卒、中西六郎 、

錦回直一、 藤田元吉、松久保役三

遊間泰治郎 、主主中一良 、山 悶批二

吉岡央I ! 日 、井上新二、 〈以上言平議

員〉

池田宵彦 、 ( 以上監事)

中西主記司令の下 に悶民儀設を行ふ

1. 午後 5 時40分開合理事則合長井仁

新ニ氏議長 となり只今出席者 18名

なるも本日は再度の召集なるを以

て定款第 ＲＴｾ 年但寄によ り 定数を問

はず本合成立の旨を告げ直ちに議

事に入る

!. 談笑第 1 ｾ虎 創立25年記念事業数

算に闘し臨時総令開催の件

書記長より激主主の内容につき説明

後議長より質問の有無を問ひたる

圃岡田園 園 田 園 圃 幽 園 田

臨時総合開催の可否を諮 りたるに

主主期間 一ヶ年未満に して選製す る

も僅少の期間 とな り更に又合務運

行上支障なきと となれば此際飲員

の俊K て差支な しと する意見多数

ありたるも 一方繍飲選拳を行ふべ

しとする意見もあり

議 長 裁 決 に 入 る 旨 を 告 げ 補 級 選

穆を行はぎるこ とに賛成の 7J の母

手を求めたる結果 出席 者23名中 14

名の賛成者あ り補飲選星野を行はざ干

ること に可決確定

1. 議案第 3続 昭 和 16年度決算に閥

する件

書記長よ り決算内容に つき説明後

二 、三 の質疑段i答占う り

議長 異議 な きゃを 諮 りたるに 一

同異議な〈賛成る りたるを以て承

認のこ とに可決確定

1. 次で議長よ り本日の議事録代表署

名者を前1 9 IJ に より 指名 して差支へ

なきゃを諮 り一向賛成依て議長よ

り下記二氏を指名 し其の承諾 を得

たり

l河本新次郎君 草草間元吉宏

1. 議長之を 以て本自の議案は全部終

了に付本評議員合をf ! -i合する胃を

定 し1投合す時に午後6時5J S}

臨 時 繕 舎

1. 昭和 17年 3 月 :3日大阪市北 直中之

主 計 松 久 保 に二、 三評議員よ り出版夜 、記念 |  島3丁目 : 番地朝日ピノレヂングに於

続 斡 伊 藤 、小持活、大下

錦回

行事費等に闘 し質問あり之に封 し !  て臨時総合を関合す

書記長より詳細設明 I  1 . 出席者下の通り 合員27名

議 事
議長 他に質問の有無を問ひ しも |  井上新二、 伊東宗太郎 、伊藤和夫

1. 四月例舎に閲する件 |  質問者なく依て賛否を諮りたるに

2.記念事業見事部委員委凋の件 |  満場一致賛成可決確定

3・合苦手幹事合 より 合 員の稲利施設 I  1.談案第 2 鋭 評議員補飲選者告執行

に闘する件 |  に闘 し臨時総合開催の件

4.合員詮衡 |  議長 今般評議員池間宮彦氏タト五

報 告 |  氏僻任に つき補扶選穆を行ふた め

飯干君美、池田宮彦 、主主ー尾f呆街 、

尾 ｾ滑 四郎 、 大下順三郎 、 岡本新

次郎 、荻周良之助 、i中田誠一、 木

村主主一、 児玉虫長吉、左谷陽充 、佐

藤正次郎 、鈴木孫市 、竹 腰健造 、

中西六郎 、錦悶直一 、畠中民 、格

5 3 1v 



倍 、藤岡元台、松久保倣三 、下会決

久治郎 、松本Iiも八 、三浦茂 、山崎

毒症太郎

1. 中西主日己司舎の下に一同起立関民

俊 市豊を行ふ

1. 午後 う時35分別' & 長理事井よ新ニ

氏談長 と な り 間合ｽ ｾ 今 出席者 ＲＳ 名

なるも本日は再皮の 召集にイ寸定款

第24燦但番 K より定数に依らず成

立の旨をｻｾＮげ直ちに議事に入る

創立25年記念事 業牧支殻算の件

談 長 事 業 の 内 容 に 付 中 西 主J t'.よ

りま最鎮の内容に付絵久保主計より

夫々 説明する旨を述 べ

中西主 ｋ ｴＧＮ起 立 ｬｪ ｲＮｾの大臣告に付［ｄ￬［明

次で松久保主計よ り漁t ; t の内谷に

ft 別表によ り詳細説明

議長 質問の有無を問 ひ一、この

合員より の質問 に封 し松 久保主計

より懇切なる説明あり

議 長 他 に 質問 がなければ本猿算

案異議なきものと認めて差支なき

ゃを 務 りたるに異議な し々々賛成

功今のｾあり満場一致可決限定

1. 次で議長 よ り本議事録の代表署名

者を指名 して差支なきゃを 諮 り一

同賛成あ りたるを以て下記二氏を

指 名 し其の承諾を得た り

尾重量諸問虫1¥君 錦 悶 直一君

1.議長之 を以て本日の言葉事終了に付

本臨時総合 を間合ナる旨を 宜 し散

合す時に午時5時55; }

住宅委員舎 ( 第2回〕

11寺 3月5日午後6時- 8後30分

所 倶楽部室 l

出席 者 委 員 長 伊 藤

幹 事 岡 本

委 員 石井 、中野 、矢田

議 事

卜各委員参考案を持ち寄ー り今後の

一般方針に就いて協議す 、来月

の合合にて 一般プランを決定す

る事 とす。

2.次回住宅委員合開催日を 4月2日

とす。

材料委員曾 ( 第2回〉

I v 5 4  

時 3月9日午後6時20分一81時20分

所 倶楽部室

出席者 委員長 楠 瀬

幹事担増

議 事

委 員 後)11、竹 内、前野、

松久保

1. 研究項 目に就き協議の結果下記

の; 盛り決定

イ建築資材の所要:fi i :調査

ロ次回委員合に資料持ち寄り方を

各委員に依頼する事

2.次回は定例 日( 第三木限) 3・月9

日開舎の事

材料委員合( 第 〕問〉

時 3 月19日午後 5時 15分- 811年

10分

所 協合倶楽部室

出 席 者 委 員長 補 瀬

幹 事 諮 問

殺 事

委 員 同 問、竹内 、前野、

松久保、設問、後川

I. 'ii! 刻楠 j叙委只長よ り校拶あ り共

れより基礎の問題に就いて協議

に入るも先に 研究方針の決定の

必要あ り、約 iOlfi 自に分け毎月

2
J

fiil 日甘 くと して 7月迄の4ヶ月 間

に終了の事 とし 、各自 分婚 して

材料持参のよ委員合席上に於て

収拾 し、総合的なものと し一つ

一つを組めて行〈事 とす。 次 向

に就いて下自己の釦i ' < 決定

1. 次回研究項目は基礎、屋根の資

材調査

ＲＮ ｾＨ 囚は Ｔ 月 Ｒ 日Ｈ定 例白 〕とす

陳列揚幹事 舎 〈第 3 @!) 

時 3月10午後6時 一8時

所 協合倶綾部室

出 席 者 幹 事長 松 久 保

常 任 幹 事 野 中

幹 事 大 下 、西海、矢 田

1. 資料集成の件

2.座談合開催の件

3. 出品勧誘の件

第二部舎〈第7問〉

時 3月11 日午後6時一8時

所 倶楽郎室

出 席 者 主 査 IJII 口

幹 事 伊 藤

委 員 楠 問、黒岡

殺 事

1. 答申案文、各家を綜合的に研究

次回迄に伊藤幹事案文作成

2 次回 を最終問 とし て今月 中に再

合答申案を決定

第四部 舎 ｃ ￍＡￍ ｾ ｉｏ 阿 〉

時 3月13日午後6時一8時

ー所 倶集部室

出 席 者 幹 事 伊 東

議 事

委 員 法 尾、松久保、小西

岡本、木村

1. 四合1隣合の案文 7 項 目を 11. 子と

して意見舎の提出求め .jt れに依

り答申案を 作成する事とす。

ＲＮ ｾ 回は Ｓ 月中に開 催する主主定 な

るも日時に就きて伊東幹事一 任

陳列場産談合並講演舎

時 2月21 日午前 11 時一4時30分

所 風 月 蛍

出 席 者 幹 事長 秘 久保

出 品 者 浅 野 スレ { ト 株 式

合最上外 26名

講 演 合 南 方 事 情 に 就 て 、講師、三

井物産株式合祉大阪支底庶

務課長、 吉岡利 起氏の都演

IE午よりこl時まで

座 談 合 大東lffi 建築界の動告に就て

出品代表者舎

l時 2月ヲ日午後う時30分- 61時30分

所 陳列場

出席者 幹事長 松久保

常任 幹事 野 中、諮 問

代表者 リ{ ダ ー建材工業

株式合前t

協議事項

1. 2日合講演並座談合の開催の件



奮 員 動 静

パ十ｾ
舎 員

生 同 窓重量 l叱11: m: 鳥屋町 249 住友

金属工業株式合枇製鋼

所工作部

ノ千四 平手祐 旭区今腕南 ! の7 ( 住女

金属工業株式合粧製鋼

所工作部〉

川野 卒迂; 港区宮ーヨヨ町 l の6 ( 大限

市役所建築告10

中 毒ｾ j 置 青森県系下北郡田名部町f

上回工務底出張所 内

表 具 吉 一 紳 戸 市 林 悶 区 官 川 町

5の80 ( 鴻 J也組〉

保 周 稔 男 北 区 兎 我 野 町53 ( 盛ヱ

務 応〉

十 川 正 明 堺 市 北 瓦 町2の !54 ( 藤

木 工務底〕

他 方 舎 員

大 島 新 一 旅 順市 常盤 町うの3 ( 側

耳I鹿市申宮工務 所〕

大 岡 政 裕 鳥 取l孫西伯郡大篠津村

本 池 克 己 方 ( 清水組〉

久 保 末雄 京 都府 東 舞鶴市後部下

4の II 木村組出 張 所

帆 主 隊 司 靭 鮮 成 鏡 北 道 清津府 怒

南生駒 15(朝鮮総督府〉

特 別 賞 助 員

生 駒 利 次 西 淀 川 区 塚 本 町 502 の

71 ( 椎名営業所〉

中{ 主名英治明石市山下回r2の850

四村E年三良11 府 下 北河内郡牧方町朝

日ケ丘

和l 図 清 西l亙京町堀遁2の 1 ( 拶1I

々堂害賠〉

省 通 貨 助 員

梶 山 f中 人 東 淀 川 直 豊 里 町 1758の

l 背 笠: 寮内

川 井 岡 盤 積 西宮市松下町30島聖子方

毛尾大三郎 大 分県系北海部郡坂之市

町松村組出張所内

瀬川 義ｾ府 下中 河内郡柏原町古

町

問所 敏 明旭m : 豊里町 79i 誠美J I f

内

Ｇｲ￭ 図卓ｾｾｾ神戸市兵庫区下深遁

7の206

族問 哲 也 旭直森小路InrS4j滋口方

三浦 恒 雄 尼 崎 市 西 大 物 町5! llliti; 

組作業所内

大沼 清 北 支波法窓戊第 Ｕ Ｓ ＰＰ ｻｾＱ

除近日出隊

大 松 正之 1r:HI互南島田r ＷＶＸ 三井 Ｈｾ

二郎方

幾 何 英 男 東 淀 川 区 噂 県 町 1753の

1  'j lJ 袋祭

:有M1 j ;S輔 紳戸市古寺東区楠 J菌5 の

2J7 

日二3 3

舎 員

，J、川忠、滋君 、稲岡昌彦ー君、手烏定

雄 君

池 方 舎 員

佐々木忠卒君

普 通 貨 助 員

植 場 久2Z君 、f白井勤君、立花正男

君

i f t空竺J

舎 員

金 問 洋 三 西 淀 川 区 鮫 島 269

徳 永 正 三 西 宮 市 神 呪 町 中 島 14

問中 議 f言 神戸市北長侠週7の101

共築工業内

藤 周 令 二 紳 戸 市 封 : 合 直 旗 塚 通

7の 19

後 出 荷 範 北区都島中通3の31 卒

尾 !凪三方

磯野周次郎 海軍病院 f脅岡組出泉所

田 中 ! A 検 東 淀 川 区 元 今 里 北 ii!i

2の25

熊野 茂 府 内 七河内郡守 口町字

平野 186

小 林 謙三 神 戸 市 紳 戸 直 三 宮 町

l の外54 テイ 、 エム 、

ム サ ボ ー イ 二 階

服 部 正 巳 神 戸 市 立合1 M脇ぽi lllJ

2の3'J 0

iJ有主量級太郎 尼崎市縦波本町7の439

地 方 合 員

上後 武 幸 静 岡l孫自1;'*市江尻襖木

IItr2"Jl!i ill 燃料枇宅

米 海 直 治 京 妓 府三坂 j遺254の6

青木 昌一 東京府南 多勝 i堀町同町

原田T悶412 大 tJ1Jlt内

安井 芳松 名古屋市港区千年!日了口

の 制 鴻 J也m作業所 内

南出 信 雄 東 京 府 立 川 市 首 士 見回r

! の2138

高橋貞太郎 東京市京続区銀座 屈7

't'i..!:I::金ピ ル

砂 倫一様泌市磯子直松岡町f

586 

中島 智 喜 東 京市目 黒区中目黒

3の525

堀 池 康 夫 東京市世間ケ谷区玉川

奥湖 町3の¥01

閣枝 幸男 ru児島県系出水郡 出水町

武本7910岡本シゲカ・

北川 正嫡 栃木県系日光町滞在自 500

古河m気;精鋼所 内

師 悶 庄 次 央 市 上 畑 町9l のl

特 別 賛 助 員

山中 喜 代 松 崎支l採浦和l市本大卒後

原2218

池 本 間市 東 i; i:l il J亙中津本通 3 の

8 池本I，l ! : 気工務所

森 久 三 郎 西 宮 市 役 掛 町 ¥22防空

科 患 研 究 所

普 遜 賛 助 員

野 口 修三 回郊第八部 l啄 in周縁ヱド

部

岩井元義西区本間 ｩｦｦｩｾ の Ｑ Ｕ

積回 存号満ー洲閥新京特別市間務

院建築局第一工務虎第

二工務科第五工事般

山鹿 豊 治 兵j辛勝加古郡阿保i村 字

二子 103 海図靖之助方

辰二__mc-J

舎 員

高野i額E露大 昭和 17年2月3 日逝 去

室原 政 奥 昭 和 17年 2月17 日 逝 去

地 方 舎 員

横 井 謙 介 昭 和 17年 l 月23日 逝 去

謹んで哀悼の主主を表す
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繍 甥 常 符 j  

編 輯

伊 藤 示11 夫 小 林 術

後 詑 大 下 順 三 郎 錦 問 也

第一次臓捷祝賀〆暴行されて未だ三句を出でざる

3 月 12日早〈も第二次 祝賀 日が訪れた。御淀屋主の下

無敵皇軍のこの赫々たる写真果に封し て、我々は金 〈

感謝感政その表現の術を匁l らない 0 である。唯この

大験泉の次に来るべき大建設に封 して微 力と 鈴も全

力を致して i勾宣伝公を番ふのみである。

あの凋1やか しき殿前上陸 に叉神速果敢な 立進撃の背

後 l亡は常に各種部隊の緊密なる協力があ り叉無敵荒

鷲の花# しき駿果の巨去にも其他星空備員の血 のにじむ

が如 き御努力が ある と問〈。

支那事望号以探の建築界 も各種 の統骨i I J によって あら

ゆる裁に於て色キ の制約を受けるに至った。就中綾

雑 多岐にわたる資材獲得に闘して笛事者は非常なる

努力を淡け来たづた。今週まきながら廷に ρ 建築資

材恩給機構特稗波 多をお会 りす る事になった。阿佐関

家の 一大将換期に際合 して組合改組、百日給機構の改

善豊途次等のた めに全穏 目を i筒絡する事が出' * なかっ

たのは甚だ遺憾であった。 幸 ひ御支援を賜った之等

玉稿が我々建築家の背後に あって御協力下さる多 く

の人主主の御苦労の一端を忍ぶよすがともなれば編 者

の喜びとする蕗である。

今年二月放よ り大阪府建築課の方々の御好怠によ

って建築行政欄が 、毎月緩けられる事になった。叉

、，、<'v内d、，、̂'"叫'v'、". ... 、r、，、，、p噌内-'"、れJ 、，、，、""' "̂噌内d 、r、p、，、I V V V、，

ャl v 5 6
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